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經
濟
生
活
の
機
械
化
は
無
：制
限
に
行
は
れ
る
も
の
で
あ
ら
ぅ
か
。
經
濟
特
に
經
營
生
活

r

於 

け
る
人
的
要
素
は
漸
次
に
其
意

_

を
失
ひ
*
濟
經
營
は
特
別
な
る
才
能
に
俟
つ
を
要
し
な
い 

日
辟
平
凡
の
常

«

琪
ど
化
す
る
で
あ

.ら
ぅ
か
。
若
し
此
等
の

'諸
問
題
：が，杏
定
的
に
答
へ
ら
れ 

I

す
る
な
ら
ば
工
場
制
度
か
ら
直
ち
に
極
端
な
る
社
會
主
義
へ
の
轉
化
は
必
竟
一
つ
の
空 

想
に
歸
着
す
る
の
：であ
る
。
：則
ち
マ
ル
ク
ス
及
び
其
一
派
は
再
び
ユ
ト
ピ
ー
に
逆
轉
す
る
の 

で
あ
る
。
而
し
て
余
は
此
等
の
問
題
は
工
場
制
度
の
內
部
生
活
を
研
究
す
る
に
ょ
つ
て
最
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ょ
く
之
を

經

驗

的
に
確
認
し
、且
つ
將
來
の
歸
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す
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出
來
る
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ふ
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し
大 

經
營
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も
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工
場
制
度
な
る
一
言
の
下
に
之
を
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解
す
る
如
く
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純
な
る
も
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で
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な
く
、多
く
の
發
展
階
段
を
經
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尙
其
進
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の
途
中
に
於
て
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
以
下
余
は 

先
づ
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場
制
度
の
發
展
階
段
を
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じ
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で
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各
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段
に
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け
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經
營
技
術
の
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展
に
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ふ
こ
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す
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的
代
又
は
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經
營
才
能
の
時
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是
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あ
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。
似
下
順
次
各
時
代
の
推
移

i

其
#
徵
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明
す
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。X
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f
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の
初

»
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.凡

て
の
經
濟
猫

•

度
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う
で
あ
る
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や
う
に
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つ
め
時
代
が
全
然
之

i
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ム
る
他
の
尚
代
に
一
蹓
し
て
轉
換
す
る
こ

ぐ
し

は
な
い
も
の
で
は
な
い
。
所
謂
產
業
等
命
な
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語
は
手
エ
業
か
ら
忽
ち
エ
場

.

，ェ
業

.

に
移
つ
て
海
物
が
一
變
し
：た
觀
念
，を
吾
人
に
與
ふ
る
け
れ 

ざ
も
、そ
は
只
エ
業

'

技
術
に
於
て
然
る
の
み
で
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あ
つ
て
、之
を
動
か
す
人
の

: «

神
、之
を
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用
す
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著
の
經
營
技
術
が
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す
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も
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業
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あ
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け
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六
八

て
地

.方
的
、部
分
的
な
る
も
の
；が
多
く
、全
國
的

_

際
：的
販
路
を
有
す
る
へ
に
到
：ら
な
い
。
只
此
の 

當
時

.か

.
&
中
間
商
人
の
數
：は
漸
次
に
增
加
，し、配
給
：過
程
を
辱
長
し

"大

*
:生
產
：の
爲
め
に
販
路 

を
擗
大
せ
ん
€
す

る

努
力
は
漸
や

く

盛
ん
に
行
は
れ
た
。
此

.の

.中
間
脔
；人
の
：努
力

W
.

發
達
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共
に
、同
じ
ぐ
此
の
大
，悬
生
：產
の
，配
給
を
可
能
な
ら
し
む
る
に
貢
献
し
た
も
の
，は
配
給
信
用
を 

與
ふ
る
預
金
銀
行
の
發
達
で
あ
つ

|?
9

而
し
て
掌
時

.尙
經
營
，は
：小
規
模
で
あ
つ
た
た
め
に
之 

に

5?
す
る
資
本
は
多

 

< 個
人
的
資
本
に
俟
つ
て
、

£
額
の

.設
僩
信
用
を
；

.與
ふ
る
所
謂

.動
産
又
は

. 

瞪
券
銀
行
の
必
要
を
威
ず
る
程
度

.に
到
ら
な
か
つ

ft
'
'-
°

'

け
れ
ざ
も
就
中
邱

0
.時
代
の

#

徵
€

レ

て
吾
人
に
最
も
重
大

な
：：

る：意
；義
を
有
す
る
も
の
は 

當
峙
の
エ
場
を
實
際

に
«1
織
し
、之
を
運
角
す
る
考
は
其

®

有
，者
で
あ
つ
た
こ

W

で
あ

る
。

企 

業
の
®
衰
は
所
有
者
自
ら
の
智
識
^
其
經
營
技
術
に
待
つ
所
の
も
の
で
ぁ
？
た
。

從

つ
て
エ 

場
所
有
者
は
終

H

エ
場
內
に
活
動
し
て
ゐ
る
か
ら
し
て
、勞

.働

.者
も
亦
彼

V
J

個
人
的
に
接
觸
す 

る
機

#

%

多
く
、所
有
者
も
其
使
用
す
る
勞
修
漭
の
凡
て
を
個
人
的
に
識
つ
て
ゐ
た
の
で
あ
る

„ 

か
か
る
小
經
營
に
：於
け
る

'勞
働
蕃
も
亦
單
に
賃
銀
の
爲

.
'め
に
働

c 

i
云；ふ
感

«

丈
に
支
.配
せ 

ら
.
れ
な
も
の
で
な
く
，自

.己
の
努
力
の
結
梁
た
る
完
成
品
：の
出
來
榮
に
猶
し
て
手
工
業
的
、職
人

丫‘1 由̂^ 恢̂ 符爾辨符往辟̂ ^

. ぃ

的
率
心
を
有
し
'て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

喪
之
初
期
の
エ
場
工
業
に
於
て
は
：勞
：働
者
も
資
本
家
又 

は
經
營
者
も
、後
に
說
明
す
る
如
ぐ
其
の
な
す
所
を

.以
て
、主
-
し
て
之
を

I

つ
の
專

4

的
®

業

4

考
へ
、之
を
科
學
士
し
て
考
へ
又
は
取
ぅ
扱
ふ
-こ
ミ
は
少
か
つ
た
の

t

あ
る
o

■-

r I〕 
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O
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曝
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雜
誌
趴
ナ
セ
^
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六
號
拙
稿
參
服

三

器
械
力
に
よ
る

m

張

時

代

。

器

械

力

に

よ

る

大

量

生

逄

蹲

能

の

時

代

で

あ

る

.0
最

初

器

械
 

の

發

明

に

よ

つ

.
て

行

は

れ

た

.分
業
は
、エ
場
制
度

0
:下

に

製

作

方

寒

：
f

s

に
益
々

f

 

—

，ィ
シ
身
グ
一
つ
の
器
械
の
發
明
は
、以
前
よ
り
も
正
確
な
る
作
業
を
：可
能
.な
ら
し
め
る
吉 

*

ど
し
て
、

.1
1

に
疋
確
な

'る
：他
の
發
明
を
誘
導
し
、其
發
明

2

に
又

5

JE
1®
微
妙
な
る

新
/, 

，

る

發

明

の

母

ふ

な

る

も

の

：で

あ

る

。

か

ぐ

て

.
器

械

0

利
用
は
結
局
全
作
業
一
に
及
び
、其
複
雜 

な
る
も
の
に
あ
つ
て
全
ぐ
，
働
的
ざ

な
P

•
所
謂
.T

h
l

 

M
a

i

 

.の
觀
す
ら
？

る
.に
至
る 

も
の
で
あ
る
。

?

て
此
の
器

«

の
利
用
は
、
I

に
於
け
る

I

I

の
技
能
に
代
は

i
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第
力
^

-

七
C 

，じ
器
械
の
發
逯
が

X
•場
の
生
產

.能
力
を

«

大
さ
す

5

共
に
、他
方
に
は
新
：：、

b

し；い
動
力
の
發
達 

は
益
々
此
の
勢
を
助
長
し

k

。
':
フ
ッ
ト
の

.蒸
汽
カ
の

-
發
錄
は
產

*

の
.革
命
を

#

起
.す
る
に
.貢 

献
し
た
こ
さ
は
勿
論
で
あ
：る

^

近
，世
に
於
げ

'
る；發
電

_

及
び

.

.電：氣
發
爾
機
の

‘發
：達
は
眞
に
產

 

彳

寒
上
の

「

太
®

力
を
劍
造
し

^

も
の
で
あ
る
。

然
ら
ば
斯
の
如
き
生
產
办
の
增
大
は

1如
何
に
し
て
其
：販
路
を
發
免
し
得
た
か
。
則
ち
か
か 

る
器
械
及
び
動
力
の
發
明
發
達
は
一
方
に
は
直

.接
に

'生
摩
力
增

.進
に
利

■用
せ

.ら
る
る
，

ミ
共
に

'

此
方
に
は

k

A.
®'
言
の
上
に
利
用
せ
ら
れ
て
茲
に
も
又
交
通
上
の
大
革
命
を
®
さ
ね
ば
已
表 

な
か
つ
た
。
而
し
て
か
か
る
運
輸
：诹
信
の
發
達
は
增
大
せ
る
生
產
カ
に
對
す
る
販
路
を
開
拓
、

»

大
し
、兹
に
大
經
營
は
全
國
的
又
は
國
險
的
に
其
の
市
場
を
求
む
る
こ
ミ
が
出
來
た
。
而
し 

て

「

方
に

-
は
一
，.般
民
衆
の
生
活
蒗
度
の
向
上
は
又
此
の
益
々
增
大
せ
る
生
產
カ
に
對
す
る
捌

ロ
を
提
供
し
た
の
で
あ
る
，
へ
 

■

座
■產
カ

0'
增
加
に
應
じ
て
市
場
を
®
大

.し
，之
を
消
化
し

-得
，る
限
ぎ
办
、企
，業
.家
は
其
事
業
を 

»
張
し
て
巳
支
な
い
も
の
で
あ
る
。
蓋
し
生
產
の
增
加
す
る
に
從
ひ

0

料
及
び

ff
助
•材

f

を 

I
:濟
的
に
ソ
購
へ
入
.
.し
得
る
の
み
な
ら
ず
、乂
：原
料

0

源
：
を

：支

配>す
る
：こ
琴
も
出

^

る。

.
更

に

.
又

原

料
、及
び
此
に
加

X

す
る
數
階
段
の
工
業
を
一
手
に
集
中
し
、益
々
精
巧
な
る
製
作
物
を
作
り

」

出 

す
こ

V」

が
出
來

る
。

斯

0

如
ぐ
經
營
及
び
企
業
の
规
模
の
增
大
す
る
に
從
つ
て
資
本
を
集
中 

す
る
こ

i

は
容
易
ミ
な
ぅ
、資
本
の
集
中
は
更
に
企
業
の
合
同
、大
量
生
產
、を
可
能
な
ら
し
め
、他 

方
又
之
に
よ

0

て
生
產
«
を
低
下
し

.て
布
場
を
*
大
す
る
こ

i

を
出
*
る
の
で
あ
る

-

斯
の
如
き
大
經
營
、大
企
業
に
は

E

額
の
資
本
を
必

0

有
す

る

の

で
あ
る
が
、此
等
の
.資
本
は 

之
を
個
人
又
は
少
數
の

.
人
の
出
資
に
求
む
る
に
は
其
額
餘
ム
に
火
で
あ
る
。
茲
に
於
て
此
等 

の
企
業
は
多
數
の
株
式
を
發
行
し
て
其
資
本
を
廣
く
全
國
に
散
在
す
る
無
數
の
投
資
家
に
求 

め
な
け
れ
ば
な

.
ら

ぬ

此

0

爲
に
は
證
券
銀
行
ヌ
は
：瞭
券
金
融
業
者

0

援
：助
を
必
要

ビ
す
る 

の
で
あ
つ
て

a

に
此

«

の
'金
融
的
勢
力
が
一
：國
產
業
上
に
耀
大
な

.る
權
.力
を
有
す
る
に
至
る 

も
の
：で
あ
る
。
而
し
て
餹
に
大
企
業
が

.資
本
の
大
部
分
を
一
般
民

.衆
；に
求
む
る
に
到
る
や
茲 

に
資
本
家

W

經
營
者

(

職
業
：的
企
業
家

)

の
別

.が
生
じ
、資
本
家
は
直
接
何
等
經
營
に
參

.與
す
る
こ 

V
J

な
き
無
用
の
長
物

"
た
る
舰
を
呈
し

».
:
會
主
義
者
の
批
難
の
的
さ
な
る
の

T'
あ
る
。

吾
人
が

S

に
エ

.場
制
啟
の
第
ニ
期
マ

」

し
て
述
ベ
た
，所は

.
一
般
世

_人
'が
.エ
場

_

度

5
名
つ
る 

所
の
も

Q
:

で
あ
る
。
又
恐
ら

C

こ
は
工
場
制
度
の
固
有
の
形
體
'で
あ
ら
ぅ

:0
而
し
.
て

余

は

此 

笫
ー一

屮

卷

(

一1111)

エ
場
制
取
霧
微
ミ
す
る
資
本
主
義
の
迤
酿
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十
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エ
場
制
度
か
特
徴
尋
る
資
本
主
義
の
池
展 

第
九
號 

七】】

■:

時
：代
の
特
.徵

V
J

し
て
次
の
四
つ
を
擧
げ

•页
に
鑛
者

0
.注
意
を
喚
起
し
て
置
：き
穴 

の
發
叫
改
良
ヒ

11.1)

市
場

^

!

經

營

，
指

揮

の

分

離

へ

^

な
り
、前
者

«

經
營
に
直
接
參

»

せ
^

る

に

：
到

，
つ
 

ク
ス
の
見
た
エ
場
制
度
も
亦
此
の
形
態
に

.

於
け
る

3 :

場
刷

«

 

ち
器
械
技
術
萬
能
の
經
營
形
式
に
外
な

‘

な
い
の
で
あ

.

る
？

則
ち
日
く
、

「

機
«

I 

ミ
し
て
用
ひ
ら
れ

.る
時
は
必
然
的
に
自
然
カ
は
人
カ

.に
代
は

&
、經
：驗
に
ょ
る
傳

®

代
ふ
る
に
自
然
科
學
を
利
明
を
.以

て
す
る
に
至
る

/(

>
:•
■• V, Ersetzun

crg
. ..erfahrungsmissiger 

R
o
u
,

 

tine 

d
u
r
c
h

 

bewuste. 

A
n
w
e
n
d
u
n
g

 

der 

Naturwlssenschaft) 

s
o c

l
)

彼
に
ょ
れ
ば
斯

0

如
ぐ
し
て
手 

H

業
時
代
 
'の熟
練
•技
能
々
云
ふ
主
親
的
入
的
乘
素
ば

棄

た
れ
て
、豸

«

ぬ
物

^
生

產
«

»

の
.s

I. 

配
時
代
を
出
現
す

.る
に
至
る
の
で
あ
る
。
洵
に

.經
驗
的

：

傅
S

方
法
が
棄
た
れ
て、科
學
的
合 

.
理

的

方

法

が

之

に
.
_
は
.パ
る
':は

入

類

ー

生

活

の
凡
て

の
.方

.面

に
.見
、る

發

展
的
經
過
で

あ

る

。
ra
し

：

て
そ

•は
單
に
生
產
行
程
の
枝
術
發
展
に
の

^

見
る
現
象

.で
な
ぐ
、同
じ

.ィ
產

_

の
他
の
主
要
な

.

• 

る
一
方
®
た
る
經
骜
技
術

に

も

見

る.所
で
あ
る
。
生
鹰
.技

*

に
自
然

#

學

9
 

る
な 

&

ば
、經
營
技
；術

.に
：も
亦
.同
：_じ

C
科
' 學c

s
d
e
n
c
e
Y

稱
し
得
‘可
き
合
拳
的
'思
索
；.の
.應

M

せ
ら
る
可

:
:
.
.

 

.I

 
.

 ■

 
.

 .

 

.

. 

。

_

 

■
,

き
#

で
あ
る
.。
工
場
制
度

.

.が
生
産
；技
術
：の
發.達
に
：
.其
：中
心
：を
餘
ぐ

^

に
自 

が
主
を
な 

す
や
ぅ
に
、エ

*
制
度
が
此
の
啤
代
を
經
過
し
て
、他
の
技
：'術
に
其
：中

心̂:
®'
ぐ
時
に
兹
に
他
の 

科
學
が

'適

用

せ
&
れ
る
の
が
自
然
の
過
程
ど
見
ら
れ
な
け
：れ
ば
な
ら
ぬ
？
則
ち
®
人
は
工
場 

制
，度
の
第
、三
期
に
移
つ
て
行
く
。

2) 

M
a
p
v
a
.

 

a
.p
, S. 349，

■

四 

' ,

'

M
營
技
術
に
ょ
る

ft
部
：整

•

の
晚
代
。
吾
人

.は
：エ
場
卿
度

.0
第

-.

0

げ
た
科
學
が
傅
統
的
方

.法
に
代
る
士
云
ふ
こ
ミ
の
外
：に
爾

一

つ
®
特
徵
を
茲
に
附
說
す
る 

必
要
へ
が
.：
あ
る
。
則
ち

_

會
主

*

者
の
說
を
聞
ぺ
ぐ
も

0

は
自
；饊
的
器
械
が

-
度
：與
べ
ら

i

れ
ば
、
 

そ
は
人
の
才
能
を
俟
た
ず
し
て
凡
て
を
解
決
す
る
か
の
如
き
考
を
起
こ
す
の

-で
あ
る
？
手
工 

業
時
代
に
は
人
は

.生
库
の
虫
で
あ

'つ
た
が
、器
械
.生

産

に
於
て
は
器
械
が
之
に
代
は
る
の
で
.あ
 

る
:0
則
ち
！n

 

く
、
手

エ

業

1:
於
て
は

勞

働

者
自

身

が
道
具
を
利
用
す
る
が
、

H

場

に
於
て
は
人
は 

.器

械

0

御
用
を

勸

め
i o

前
'者
に
於
て
は

勞

働

者

は

自
，&
.生
：產
用
具

.，を
動
か
す
け
れ

r

も
、後 

者
：
に
，
於

て

は勞

働

渚

は

生

產

用
具
に

從

.つ
て

働

く

も

の

で
f

o

工
場
工
業
に
於
て
は
、生
産

.

第
--
*1

十

猞

C
l

ニ
1三)

H

場
制
度
を
特
徴

w

す
る
資
本
主
義
の
汹
展
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九
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第
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十
#
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一

H
I

.
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H

場
制
度̂

#

^

迖
す
る
實
本
主
義
の
迪
展
；

 

第
九
號
：

七
四

的
«

程
'

に
於
げ
る
：植
神
的

'

力
は
人
の

.

手

0

作
業
か
ら
離

_

れ
て

.# :

.

働
を
支
配
す

♦

資
本
の

.

力

」

、
V

 

化

：
し

：
て

來

る

、

f t

容
空

®

.

せ
な
れ
る

.

個
人
的
器
槭
，勞

«

者

：
の
：：
熱

麴
i

 

§

.

大

な

る

自

然

カ

荩
 

び，器
械
の
大
木
作
業
に
比
す
れ

' 

ば
物
の
數
に
も
入
ら
な
く
な
る

.

0

で
あ

.

る
0

洶
に
法
產
に
於
：け
 

る
資
本
：家
の
器
械
は
事
實
に
於
て
勞
働
赛
の
勞
働
熟
練
よ
ぅ

も

0

か
に
.重

®

な
.

る
意

#

を
.有 

す
る

2)

で
あ
る

〕
V

J
O

(

 

I
)

け
れ
ざ
も

.器
械
が
資
本
家
の
手
に
於
て
其
萬
能
を
發

#

し
得

/2
の；は
、之
に
よ
つ
て
得
た
る

「 

*

量
生

'

に̂
對
し

‘て：需

.
®
か
.
.
.
あ
.つ
た
間
に
限

.
*
bれ
.
T

.
ゐ)

る
.
.の
.，で
.
あ

る

.
。

'
滿
一
.

つ
.
れ

.

.
ば15.
ぐ

'
.

ゐ
.は
''. 

自
然
の
法
則
で
あ
つ
て
、新
市
場
の

II
拓
、需
要
の
增

'加
は
遂
_に
器
«

に
よ
.
る
無
限
な
る
，生
：產
カ 

の

增

加

^
其
步
獨
を
揃
へ
る
こ

デ
じ
が
出
來
な
く
な
つ
た
の
で
あ
る
。
茲
に
於
て
か
生
産
：者
の

る
に
至
る
も
の
で
あ
る

®

則 

の
..形
勢
の

1

變
し
た

i

は
則

競
爭
は
激
烈

ぐ
し
な
り
、從
つ
て
代
價
は
低
落
し

ff
i

賣
费
は
增
大
す 

ち
器
械
生
産
の
行
き
詰
り
ミ
な
る
の
で
あ
る

 > 

斯

0

如

O

市
場

ち
今
迄
等
卿
に
附
せ

'ら
ん
て
敢
へ
て
顧
み
ら
れ
な
か
つ
た
經
營
；技
術
匕
對
し
て
世
人
が
注
''
意 

を
拂
ふ
に
到
つ

.
*
最
大
の
原
因
で
な
け
れ
ば

」

な
ら
な
か
つ
た
の

.
で
あ

':
:る
。
彼
等

»

本
家
は
此 

Q

新
た
な
る
經
營
技
術
に
ょ
つ
て
、器
械
生
產
の
此
の
行
き
詰

>
9を
展
開
せ
ん
ヾ

」

し
た
の
で
あ

P

U

一一.- 一
 

一
 

-

-

.

g

-

l

l

l

i

i

g

i

i

a

l

-

^

i

i

i

r

E

L

 

- 

一
 

_

p

 

一
 

V
!

—
；

： .

.

.

.

.

.
'

い■

V ふ 
•■い！”

を
。

M

し
多
ぐ
賀
る
、

」

ミ
鹋

は
.f

し

て

傅
*:
本

利

線

を

舉&

得
る
道
：は
、經
營

f

t

部
の
細
織
ゆ 

改
善
、嚴
密
な
る
計
算
方
法
の
採
用
、有
效
な
る

»

給
'

及
び
作
業
方
法
の
，改
善

.

に
ょ
つ
て
從
來
の

' 

費
用
を
節
約
す

.

る
の
外
は
.な
い
の
で
あ

る

(

5

0
而
し
.

て
.

*

等
の
方
法
は
.'米
國
に
於
て
す

ら
も 

數
年

0

迄

は

一

般

的

.に
d
殆
ん

ざ

考
處

せ

ら
れ
な
か
つ

'

た

所

：で
あ
る
。

而
し

で
：

今
や
^
大
な 

る

生

產

膦

張

の

：

時
： .

代
か
ら
內
容
：整
理
の

.

時
代
に
入

^

/

又
は
'

入
ら
ん

.

士
し
つ
つ
あ
る
：の
で

P

る
.
.

此
'
ょ
り
も
典
滋
義
に
於
て

.稍
劣
る
け
、れ

r

も
、
X
場
：制

渡

が

^
營
技
術
に
丰
を
置
ぐ
必
べ
要
に 

迫

ら
れ
た
第
一
一
の

M

.

因
は
：經
營
組

«

の
规
模
が
著

.る
' し

(
0

大
し
、且
つ
：«
雜
ビ

な
つ
た
こ

5 

で
あ
る
。
晋
人
は
脒
に

X

場
制

.度
の
第
二
'期
に
於
げ

る
.
E
大
.な
る

章
本
射
多
數
.の
企
寒
に
參 

加
し
、又
は
之
を

.支
配
，す
る
の
實
を
述
ベ
た
。
而
し
て
此
等
の
企
業
は
其
&
部
に
數
十
の
組
織 

を
有
し
で
ゐ
る
も
の

.で
あ

‘つ
て
、种
等
の
各
部
及
び
：其：各
部
に
於
け
る
多
數

0
人
々
は
何
れ
も

-. 

皆
本
な
る
北
へ
同
Q
0

,

的
を
達
す
る
爲
，め
に
、柑

5

に
矛
盾
.す
る
所
な
ぐ

相
；：

倚
K
V相
；扶
け

j

致
，の
 

行
動
聯
を

.

ら̂
な
.け
れ
ば
な

&

ぬ
の
で

.あ
る
。

而

し
て
：：此
等
の
：數
：十
數
：百

0
部
及
び
：其
內
に
办 

る
無
歡
の
人
々
を
中
央
ょ
ぅ
適
當
に
鈕
織
し
、之
を
指
揮
し
で
、か
か
る
活
動
を
な

さ

し

む

る
は 

筆
a
人
.の
經

©:
挟
师
を
以

)

て
し
で
之
を

.
i
ぐ
す

4
こ

i
,は
；不
可
；跪

'で：あ
： .

る
？
況
ん
や
之
：を
經

筋
l

l
i T
#

(
v

l
r

l
s
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,Â 
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資本主義の迎腾：

 

.

.
r
r

九

ぶ

七

V

蹲
的
に
有
效
に
連
用
す
る
は

1

4

猶

0
手
段
を
以
て
之
を
剃
待
す
る
こ
さ
は
出
*
ぶ
い
の

で
.あ
\る
'.
0
' 

:
:

.

.

;

企
業
家
が
經
營
技
術
に
主

I

 

く
に
到
つ
：た

.

最
後
の
理

f

し
て
擧

I

け
れ
ば
な

6

ぬ 

の
は
人
枣
協
係
が

# :

に
祓
雜
微
妙
と
な
つ
た
こ
ざ
で
あ
る

0

®

ふ
：
に

器

械

生

產

蹲

能

の“

 

に
は
企
業
家
は
街
由
に
機

#

.

を
取
扱
ふ
ふ
が
出
來
ん
。

け
れ
ざ
も
人
は
：死
；物
で
な
い
#

微
妙

i

f

 

/

ら

ね

1
=し
で
此
の
勞
儆
潘
の
感
傭
マ

」

意

M

は
歐
，洲
大

1
爭
以
後

'洋

Q

敗

® 

を
問
は
す
特
別
に
强
烈

S
な
つ
て
：來
だ
。

.
け

P

も
此
事
は
決
し

.て
戦
後
同
盟

I

の
頻
繁 

ミ

な
つ
た

^
か
、又
は
適
激
思
想
の
勢
方
を
得
し
こ
ど
を
意
：味
す
る

‘

の
'で 

於
け
る
人
的
要
素
の
意

_

の
强

'大

S

っ
た
こ

ざ

を
云
ふ
の
で
办
る
。へ
換
晉
す
れ
ば
.機
械
に 

主
を

f

時
代

t

m

が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
時
.代
の
销
來
を
意
味
す
る
の
で
あ
气 

今

‘の
iL
に
器
械
技
術
の
.物
理

的

施

政

に

丰

き

を

置

.

.き
、人

件

管

理

^
等
間
に
附
す

る

も

の

あ

ら 

は
其
大
膽
に
し
て
無
課
な
る
，全
然

®
螫
者
た
る
の
資
格
を

.缺
如
せ
る
叢
で

.あ
る
。
此
等
の
勞 

働

.f

し
て
如
何
に
し
て
彼
等
自

I

組
織
す
る
經
營
，の
爲
め
，-に
努
力
せ
し
む
る
や
は
之
れ

,1'ii:巧 |l '

又
，傅
統
的
常
識
を
以
七
知
る
を
得
ざ

'る
所
で
あ
る
。
 

h
斯
の
如
く
し
て
器
械

.生
靡
の
：

.

H

場
1制
度
の
時
：代
は
：去
つ
て
、今
，や
經
：營
の
：：時

代

ご

な
つ
た
の 

で

あ
る

'‘
.技
術
潘

(
E
n
g
i
n
e
e
r
}

の
時
：代
は
逝
き
て
經
營
者

C
M
a
n
a
g
e
r
)

の
0

代
乘
之
に
代
は
ら
ん

v

 

:
 

* 

•

-

V」

し
て
ゐ
る
の
で
あ

I

)

”
產
業
社
會
の
事
情

«
最
近
：數
年
に

「

於
：て
著
る
：し
く
變
化
し
、此
の 

變
化
は
今
や
年
？
共
に
：明
瞭

S

な

り

つ

つ
あ

る
の

で

'
あ

る
。

資
本
丰
義
：の

特

徵

ど
し

て

觅

、ら 

れ
た

X

場
制
度
枝

一

世
紀
餘
を
經
て
仆
れ
て
、令
や

rr
&
し
き

_

營

_

度
の
時
；代
に
入
：つ
.て
•
« 

本
，
主
_

は

新

た

に

變

革

を

受

け
つ
つ
あ
る

も

の

で
あ
る
。

而
し
.て
佘
の
見
る

所
を
以
て

.す
れ
；
 

ば
此
の
經
營
制
度
：の：時
代
は
爺
単
純
資
本

.主
«|
:
_の)

時
代
令
は
な
い
の

.

.で
あ

Vる
。
'
今
'や
純
資
本 

.主
義
ゅ
エ
場
制
度
の
機

*
生
產

^
能
士
共
に
逝
、か
ん

W

し
，
で
：ゐ

る
の
で

あ)

る、

さ
、

€

て
断 

た
に
來
る
可
き
も
の
は
：勿
論
：

«:
食
主
：
_

で
は

.

.な：：

■
 

^
 
0
^
0
 

■
 

l
x
 ̂

p 

p
- 

o
.
- 

^

.
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C
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制
度
を
特
徴
过
す
る
資
本
主
義
の
通
踽

 

0
^

^

七
、

新
ら
し
き
時
代
を
經
營
制
度
の
時
代

(

工
場
制
度
の
第
三
期

)

ど
佘
は
呼
ぶ
。

け
、れ
ざ
も
康
業 

の
：在
：る
所
則
ち
®
營
あ
り
、經
營
：は
敢
へ
て
今
日
：に始
：ま

0
た
€

の
で
：

は
：：

な
い
。

而
も
敢
.
へ
T 

之
を
經
營
制
度

0
時
代
ミ
卿
ぶ
に
は

.
#別
の
理
由
が
な
け
れ
ば
：な

ぬ

：。
換
言
す
れ
ば
從

* 

の
經
營

.、技

.術.
W

今
日

.0.
經
營
技
術
に
は
如
何
な
る
相

*

が
存
在
す
る
へ
か
ビ
ー
亨
ふ
間
週
に(

多
つ 

一

來

る

の

で

あ

る

&

に
於
て
ヵ
吾
人
は
經

©

掛

«

の
«

化
を
論
す

.る
の
必
.耍
に
迪
ま
ら
れ 

る
の
で
あ
る
。
佘
は
前
に
人
類
活
，靡
の
進
化
は『

傅
統
ょ
.り
科
學

^
爾
哿
ょ
り
合
理
へ

」

に
あ
る 

こ
ミ
を
述
べ
た

0

而
し
て
マ

,ル
ク
ス
は
生
，產
技
術
が
手
エ
業
時
代
か
ら
エ
場
エ

 

た 

こ
ど
を
以
て
由
然
称
學
が
傅
統
に
代
つ
た
も
の
で
あ
る
と
な
し

^

。
.
而
し
て
此

.』

ど
は

t

に 

又
固
有
の
工
場
制
度
が
ら
經
營
時
代
に
移
る
經
營
技
術
の
發
達

'に
.'
就
一
い
：
て
云
ひ
得
る
所
で
あ 

る
0

則
ち
此
所
に
も
科
學
は
傅
統
に
代
ゲ
か

^

 

%

V

只
そ
れ
は
生
產
：技
術
で
な
い
か

、
b 

し
て
科
學
も
亦
自
然
利
學
で
な
い
差

.が
あ
る
に
過
ぎ
な
い

'の
：で
，あ

.る
> 

則
ち
科
學
的
經
營
法 

の
祖
ブ
る
ク
ー
ラ

I
氏
力
經

S

者
の
な
す
可
き

'第
：I.
の
職
.責
は
；
一
人
0
:作
-業
の
凡
て
の
要
素 

を
科
學
的
に
研
究
し
，て、

»

て
傅
統
的
方
法
に
代
ふ
る
に
あ
ん

<
T
h
e

 

l
e
l
o
p
l
t

 

o
f 

^

1

1
ミ 

e
a

c
h

 

e
l

e
m

e
n

t

 

o
f

 

a

 

m

l

 

w
o

r
k

,

 

t
h

e
r

e
b

y

 

r
e

p
l

a
c

i
n

g

 

o
l

d

 3
!

e
-

o
f

-
t

h
u

m
b

 

m
e

t
h

o
d

、
C

 1〕

ビ

，

つ 

z 

诉

以

で

あI

P

!

漏

る
0

讀
者
試
み
に
此
の
文
字
を
前
に
佘
の
揭
げ
た
マ

 ̂

 ̂

 ̂

 ̂

^
 

I

f

 

I

2
P

1

T 

s
i

g
e

r

 

R
o

l
e

 

d
u

r
c

h

 

b
e

w
u

s
s

t
e

 

A
n

w
e

n
d

l

 

d
e

r

 

N
a

t
u

r
w

l
s

s
s

s
c

h
a

f
t

 

V」

對
照
し
て
見

よ

•當
に
其
符
簡

をへa

し
て
ゐ

る

を
發
見
す
る
で
：あ
ら
う
。

吾
人

.が
茲
に
科
學
的
經
營
法
ビ
云
ふ
語
を

.用

a

る
時
に
余
は
或
は

「

又
例
の
能
率

I
Q
S
C
y 

かJ
W

難

-®
す
る
讀
赉
の
あ
る

i

を
恐
れ
る
。
誠

.に
通
俗
化
さ
れ
た
る
工
フ
ィ
シ
ェ
ン
シ

I

の
 

語
.程
科
學
的
經
營
法
を
世
人
に
誤
解
せ
し
め
た
も
の
は
な
い

で

あ

ら

う
。
か
の
經
營
法
が
世 

人
の
注

®

を
®
ぐ

や
雨
後
の

.箱
の

.伽
ぐ
發
生
し
た

.淺
；薄
な
る
目
先
の

」

效
：
??
:爭
ふ

'所
.謂

"
«辰

- 

o
r
b
y 

m
nl
n
c; 

が
如
何
じ
进
當
な
る
經
營
運
動
の
理

：

解
を
妨
げ
：た
か
は
米

_

に
於
：け
る
同
運
動
の 

歷
史
を
讀
む
者
の
痛
感
し
且
つ
、今

0

又
我
國
に
此

':
0

«
あ
る
を

'
.嘆か

.な
；い
者
は
な
い
で
あ
ら 

う

':
0

輿
の

.經
營
法
は
一
朝

1

夕
に
理

.解
し
得
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
は
：廣
沉
な
る
.立
場
よ
り 

廣
く
經
營
生
活
の
內
：部
に

ff
i
.じ
、之
を
科
學
的
合
娌
的

'に
研
究
し
七
：、其
眞
«

を
體
得
す
る
に
'よ 

つ
I

め
て
可
能

I

る
も
の
で
ぁ
る
。

.

1
す
れ
ば

i

l

營
，技
術
は

I

體
,
し
て 

の
，經
營
幷
び
に
個
々
の
勞
働
を
合
理
的
に
研
究
す
る
に

よ

っ
て
之
を

•期
待
し
得

‘

の
で

P

る《 

此
の
點
に
於
て
各

！®
に
於
け

る
經
營
法
の
研
究
の
趨
勢
が
漸
次
組
織
體
の
研
究
に
移
り
つ

つ

第；ニ
十
卷

c

 

ニ
 

u

九
：> 

h

場
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制
度
を
特
微
这
す
る
資
本
生
：義
の

.

進

展

m

九
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九
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H
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制
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Q
'l
M
.

す
る
は
注
，
す

»r
^
現
象

ぶ
レ
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

.
。
：
.

廣
I

營
組
織

f

 

U

個
：々
や
間

®

I

f

 

f

l
的
に
研
究
す
る

ビ
J

 

i

 

$

0

 

u 

w 

 ̂

S 

0 

W
 

 ̂

 ̂

 ̂

.
b 

 ̂

 ̂

o

科
♦

的
研
究

i

に
ょ
っ
て
馨
を

i

せ
 

ん
：？
す
る
，も
の

.で

P

る
。
此
の
點
に
於
て
敗
時
佛

_

に

？

|

|

「

I

I

の
語
：が

一
般 

に
用
ひ
ら
れ
る
傾
向
の
あ

.る
の
は
其
賞
を
得
た
る
も
の

 ̂

s 

y 

ぬ
。
經
營
ネ 

f

合
理
的
に
研
究
：す

る

に

ょ

つ

て

始

め

I

s

理
的
に

あ

る

。

然

ら

ば

經

營

，
の
.合
理
化

★

は
：何
ぞ
。

@

A
は
：先
づ
此

0

闻題
：：

を
：解

決

し

：
て
、
而
.
し

て

锋
 

從

來Q
W

I

術

が

如
f

:

し

て

今
I

l

f

慶

S

(1 J 

P
2
H

Q.P1CS of scicnti£c Tnana2fe3ent; 

P
V。6
.

六

，

-

經
營
輪
織

.體
は
人
參
創
造
物
で
あ
る
。
此
點
は
耻
會
組
織
ミ
全
然
著
な
る
所

■で

あ
る
。
双 

つ
て
經

.營
及
び

K

管
理
の
科
學
的
树
究
は
市
場
經
濟
の
そ
れ
さ
は
根
本
的

.に
f

る
所
が
な 

ぐ
て
は
な

I

。
則

溫

£

織
體

-«
ー
 

っ
の
統

5

意
恐
に

4

つ
て

.創
i

 

t

た
も

^

.

3

-
 

- 

/

r
 

.

i

l

‘ 

r

:
 

... 

J.c

i

 

t

.

t

p

l

h

t
 

h

r

M

M

h

M

J

f

h

で
jL
.つ

す

成

立
後

;(
:
.
^

T

.'̂
>
相
統
一
的
意
怨
に
從
ヾ
つ
て
運
用
管
理
，

せ

.&

.

.

.
^
て
ゐ

.■る
も
の
で
あ 

る
然
る
に
市
場
經
濟
に
於
て
は

^
然
此
の
統
一
的
意
母
を
缺
ぐ
の
で
あ

-5
。
此
故
に
經
營

M 

織
'體
ヵ
合
理
的
に
管
理
せ
、ら
れ
る
や
西
や
は

次

,i
c
述
ぶ
る
ニ
つ
の
條
件
に
ょ
つ
て
決
せ
ら

—

 

る
も
の
で
あ
る
。

.
第
一
、此

の

統

一

的

意

思

0
所
有
者
た
る
經
營
指
揮

.者
は

.其
紐
：織

體

を

«

成
：す
る
凡
て
の
人 

的
及
び
物
的
要
素
の
各
部

.' の
性

•質
，能

力

及

び

職

能

を

十

分

に知
：：

悉
，す

る

こ

.、

」

を
¥

る
の
で 

や
る
。：
,
蓋
し
之
を
知
ら
す
し
て
此
等

.を
合
理
的
，に

.組
，織
し
、之
.を
：運
用
す
る
>
.
,グじ
は
全
然
不
可 

能
で
あ
る
か

&

で
あ

'る
。
現
に

',G
a

'aU
H
O

氏
は
彼
が
理
想
的
エ
場
：ど
し
，マ
擧
げ
た
る

Norton. 

G
r
l
n
g
:n
o
.のQ

r
l
g

 

d
e
p
a
r
t
m
e
n
t

に
就
ぃ
て
注

'«
す
可
き

ill.

大
»

實

0
:{つ
さ
し
て
次
の
點 

を
指
摘

-L
,
て
ゐ
る
。
則
ち
ノ
ル
ト
ン
氏

-は
其
デ

パ

ー

ト

メ
ン
ト
に
_
ぐ
凡
て
の
人
を
個
人
的 

に
識

'?
>
旦
つ
彼
，等
の
，

#

別

.«
^
才
能
ミ
彼
等
に
ど

：!
)
尤
も
適
當
な
る
作
業
を
知
ぅ
*而
し
て
彼 

等

^

し
て
最
も
太
な
る
報
酬

.を

.得
る
作
業
：に

.從

.事
せ
し
む
る
气

(

一V

け
れ
ざ
も
經
：營
者
.が
合

. 

理
的
餐
理
を
行
ふ
上

U

知
悉
し
な
け
れ
ば
な
ら
：ぬ

.の

.は
，單
に
人
丈
で
，は
な

.k
又
.凡
て
の
物
的 

施
設
や
道
具
に
關
す
る
凡
：て

.を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
而
も
人
の
智
力
^
は
歧
度
い
あ 

_

屮
饴

(

H
H
I
V H

揚
製
を
#徵
享
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九
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八U

f

に
.

#は
ら
す
此
等
の
個
々
の
人
及
ぴ

_

物
は
經
營
の
規
、模
の
膦
大
に
伴
；

5

增
加
す

る

か

ら 

し
て
，益
に
合
理
的
に

•管
理
し
得
る
經
營
單
位
の
規
模
に

«
自
ら
技

' 術
，的

.限
界

^
存
在
す
.る
も 

の
で
あ
る
、之
れ
則
ち
»
營
は
其
指
揮
者
の

智
力

ど
意
思
の
力
に
應
じ
て
規
模
に
大
小
の

®

#
 

ぁ
る
所
以
で
あ
っ
て

34
如
何

に

强

大

.な

る

意

思
ゴ

智
.力
'0

所

有

者
f

雛
も
、今

日
尙
一
產
寒
の 

全
部
を

包
括
す
る
大
企
業
の
成
立
し
得
ざ
る

.所
以
で
あ
る
。

.

.

.

.

.
' 

J.
 

'

:

斯
の
如
く
空
間
的
に
存
在
一
す
：る
凡
て
も
の
を
翔
悉
し
、

51
;

に
凡
で
の
も
の
：を
標
準
化
す
る
時 

は
茲
に
經
螫
審
は
時
間
的
に
亦
凡
て
を
知
悉
す
る

こ

^

の
出
來
る
：も
の
：で
あ
る
。
兹
に
所
謂

- 

標
準
化
ミ
は
凡
て

i

の
を
豫
め
規
定
す
る
の
意
で
あ
る
。
飯
に
：規
寧
せ
ら
れ
て
ゐ
る
以
上
は 

! 

M

の
時
間
に

W
 

_
又
何
物
は
、何
處
に
，叉
あ

る

作
§

如
'何
な
る
狱
態

〖

に

あ

る
や
を
勞
せ

f
 

し
て
知
ぅ
得
る

も

の
で
あ
る
。
此

こ
ビ

は
、猶
か
の

.凡

.て
の
も
の
^
嚴
密
な
る

M

寒
の
下
に

動 

い
て
ゐ
る
、列
車
連
轉
：の
場
合
に
最
も
明
白
に
之
を
：知：る
こ

S
が
出

*

る
。

則

ち

列

車

運

轉

.表
，
 

を
見
る
も
の
は
毎
日
何
時
何
十
分
に
東

»
道
線
上
に

.幾
列
車
が
如
何
な
る
地
：點
を
走
り
つ
つ 

あ
る
^
、即
座
に
之
を
知
り
得
る
が
如

き

之
で
あ
る
。

.
則
ち
凡
て
の
も

.の'を
規
定
す

る

は
凡

T

 

の
名

.の
を
事
前
に
又
思
な
が
ら
に
し
て
知
る
の
方
便
を
與
ふ
る
も
の
で
あ
る

.

o-

則
ら
凡
て
の

1

I
|

|
|

k

:丨サてで’ で 爾 ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ 掛 ^ ^

si»| ]i?：s .. .' ■" ! .

，も
の
を
時
間

.が
幸
間
的
に
知
悉
し
不
明
不
知
を

.除
去
せ
ん
ミ

.す
る

.は
經

「

鋒
法
の
眞
«
で
あ
つ 

て、又

.こ
は
又
統
一
的
意
思
に
ょ
つ
て
指
探
せ
ら
れ
る
經

_營
：生
活
に
於
：て

'
:は
可
能

0
事
で
あ
る

< 

而
、し

.て
此
の
木
明
不
知
を
除
去
し
て

«
■
營
.を
常
時
照
明

.の
世

「

界
た
ら
し
む
る
は
科
學
の
應
.书 

.に

ょ

つ

て

の

み

可

能

な

る

こ

だ

で

あ

“る
。

經
營

Q

鈕
織
體
の
合
理
的
管
理
，の
節
一
一
の
條
件
は
組
織
體
が
け
一
つ

0

實
行
行
爲
を
企
つ
る 

丨&

し
て
其
內
部
に
於
，け
る
凡
て
の
要
素
に
關
す
る
此

0 '
.凡
て
智
識
を
利
用
し
て
、先
づ
嘐
め 

計
*

を
立
て
る
こ

I

あ

る

。

換

言

す

れ

，
ば

.

.凡

.
〒
|

行

：
々

爲

に

取

ヵ

掛

名

I

ち

經

營

者
 

が

自

ら

典

檢

刺中

に

之

を
#

窬
.し
、一

度

び

凡

て•か

«+
•

せ
&

れ

た 

書

に
‘恶

い
T

M

行

，
せ

ら.れ

る

は

足P

る
，
の' 
で
：
あ

つ.K

實

：
行.者

自

、ら
一
.

斷
を
必
要
ふ
し
な
い
の
で
あ
：る。

一
つ
の
經
濟
行
爲
を
行
ふ
に
際 

行
：
行
爲

に

分
た
れ
、前
者
が
後
者
に
先
ち

‘行
は
れ
.る
こ
ど
が
如
可
に 

な
：
S

し
.め
た
か
、佘

I

て
他

.の
機
會
に
於

.て
#

論
し

.
た
こ

^
 

M
あ 

於
：て
眞

«

る
も
の
經
營

'生

、
活

に

於

て

又

：
眞

，で

：
あ

る

。

：

#

に
'經

營
-
'

的
に

行
は
.れ
之
が
.記
錄
す
せ
；

)

ら

れ

る

結

果
.

最

：も
.

明
；白

に

^
、
つ
：^

.

效
_

ル
l
l
ife
.

(

ニ

三

三

)

丁
#
制
度4>
'
特

徵

ミ

す

る

資

本

生

義

の

進

展

時
は
、爾
餘
は
，凡

.

て
«

此

.
計
 

に
辩
で
，

«

M

等
'

の
'

智
.

的
«

.
 

し
、之
が
精
神
的
行
爲

.■ざ
實 

經
V

濟

社

會

の

：：

發

：
達

：
を

可

能
 

る
'

。(

ニ)

市
場

*

濟
_

社

#
.
に 

於
て
は

.

之
が

.

人
爲
■

的
f t

蔚 

に
行
は
れ
る
。
洵
に

0

0 

第九鄉
.

八三
-

丨 i! 'f
:は
r .卜 

■ …

f』1

m ：

yi,
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卜̂

*

^

^

^

!

"

!

？

^

^

^

?

?

ょ
'
る
機
..械
が
勞
働
溝
を
機
械
化
し
た
マ」

同
じ
や
ぅ
に
一
，科

學

が

經

あ

^
膨

解

も

S-
か

い

le
>
i-
J】 

る
必
•然

的

の

運

命

で

あ

る

。：
而
も
一
' 個

の

人

格

者

が

全

C

他
の
命
，に

之

れ

従

a

自
ら
其
の
方 

$-
*
の
‘
決

定

に

參

W

す

る

J

能
は
ざ
る
は
や
が

-
て
今

f

f

の
勞
働
間

0

の
發
生

0 ,
原
因
を
な
す
も 

の
で
あ
る
け
れ

•
:

レ

も
而
も
'此
の
事
た
る
や
必
驚
經
營
の
合
理
化
の
た
め
に
避
ぐ
可
か
ら
ざ
る 

發
展
の
過
程
に
外
な

ら

な

ぃ

の
で
あ
る
。

.

か
の
間

.題
？

^:
れ
る

-
勞

：
.働
；者
の
企
；業
參
加
雛
，の
要 

求
：の
如
き
此
の
意
味
に
：於

て

一

つ

の

復

古

運

動

に

外

な

&
V :

い
.
の
で
あ
る
。
斯
の
如
ぐ
勞
働 

力
肉
體
的
を
精
神
的
？
：に
分
た
れ
ら
る
ミ
共
に

.此
等
兩
客
の
：内
は
又

'
そ
.
ゼ
れ
分
槳
が
行
は 

れ
¥*
も
肉
體
的
分

.

.業
は
器

.械
に
ょ

•
る
.大
#
,生
：藤：も
共
に

'
'愈：々
細

^

せ

ら

れ

：、
«

神
'的

：
勞

：
働

は

.

.
か 

か
る
複
菊
な
る
作
：寒

♦

適
當
に

’行
は
：し
む
る
た
め
に
ま
す

.ま
す
太
な
る
知
的
：才
能
の

«

を
.必
. 

®

w
す
る
結
：來
兩
賓
は
益
々

.分
離

.す
る
に

._

る
も
の
で
：あ
る

.。

.
例

へ
ばー器

«

の
：設
評

-

器
；械

：
. 

の
*

作
士
は
全
く
別
：個

0.「

作
離
ど

.

.な
P

而
し

_て：.此
'：設
'
.計
；な
る
：
.：精

^

學
の
カ
を
必
喪

?

る
こ
士
大
な
る
、ど：共
に
益
々
細
密
に
分
；れ
ゐ
も
の
で
あ
る
。
而
し

T

此 

の
#

刺
的

S 

0

體
的
榮
働
間
に

.於
け
る
分

'業
は
：大

*

生
産
の

」

利ー彝を

'擧
.ぐ
る
た
办
.に
益
々
鈿 

別
せ
ら

’れ

4

に
國

6 
0

例バへ，ば
小

®

營
に
あ
一
つ
て
，«
一

 

.人，の，企
業

_

M

:經
翁
上

'に
.；於
は

4
成 

S

1十
卷

(

一
|
三五)

ェ
播
製
を
特
微
ミ
す
る
蒙
生
讓

^
騰
. 

0

$

A
ぜ

節11

十

後

(
1
1

:

三四

)

工場制
f

特
.

徵耷する資本虫義の進展,

笫
九
號

 

八
四
：

神
的
勞
働
が
實

‘行
.行
爲
ヒ
分
.離

し

之

に

先

一
ちて
：行
ば
れ
る
こ
ぎ

:
«近
世
：挟
#

の
：準

步

の

*

犬 

'原

因

..であ

.つ
て
、か
の
所
、謂
科
學
的
經
營
法
の

.如
き

も
.要
'
す
'る

に

：此
の
：：原
，.則

が

凡

そ

の

方

®
:に 

廣

，く
且

：つ
極
it
に
深
ぐ

行

は

れ

T
ゐ
る

.に
過
ぎ
な
'
い
の
.で
あ
る
。

則

^v

余

'が

之

を

以

て

經
@
 

溉
濟

0;
第

r

一
 

原
則
さ
な
す
所
以
で

.あ
る
。
其
の
最
も
顯
著
な
へ
る
實
例
は
土
木
®
築
に
於
け
る 

blue p
i
i
n
t

の
：例
で
あ
つ
て
、技
師
が

I

度
精
神
的
：

に
：blue 

P

I
を

作

成
す
る
に
：
於
て
は
勞
働
，素 

は：何
等
其
の
說
明

を
聞 
<
 

こ

e
な

ぐ
専
ら

之
に
従
っ
て
機
：械
的
に

：

作
藥
を

：

進
め

る
こ
^
を
得 

る
も
の
で
あ
气
今
之
を
膝
史
的
に
見
る
に
古
手
エ

.業

_

代

に

_
は
ぺ
賴

す
傍
ら
同
時
に
肉
體
勞
働
を
行
ひ

其

間
に
分
業

'を見
.：

る
と
が
な
か
つ
た > 

然
る
に
エ
場
工
業 

S
な
る
に
友
ん
で
茲

.に
企
業
家
さ
勞
働
：

，者
の
别

.が
分
た

.'
れ
前
者
：は
精
：神
的
-勞
働
に
、後
者
は

S
 

i
し
て
肉
體
的
勞
働
に
從
事
す
る
に
到
る
而
も
勞
働
者
の
な
す
所
は

「

«

者
が
；■前
も
つ
て
定
め 

た
る
所
を
後
に
之
を
行
ひ
實
際
に
賞
行
す
る
に
业
ま
る
も
の
で
あ
つ
て
其
の
.極
端
な
る
場
合 

に
は
全
然
精

#

的
#«
]

斷
を

(

だ
す
餘
地
な
ベ
唯
是
れ
他
人
の

S

し
た
る
針
；書
に
基
い
て
爾 

ぐ
'器
械
た
る

«

を
.里
す
る
。
而
し
て
此
の
事
は
科
學
的
經
營
：法
に
於
マ
其
極
度
に
達
す
る
も 

，の
で
あ
つ
て
之
に

 

'對
す
る
批

.雛
の
又
大
な
る
所
以
で
あ
る
：が
、而
も
こ
螭
自
然
'科
學

:0
應
用
に



0

第
1
1十
饴

(

ニ
卓
六

> 

H

据
ll
i
l
l
度
を
特
徴
ミ
彳
る
資
本
主
義
の
■進
展 

第
i

y\
六 

て
の
精

#

的
勞
働
に
從
辦
し
て
ゐ
だ
も
の
が
、こ
れ
が

-大
へ
經
：營
へ
？
な
，る
'
_は
此
■の
精
神
的
勞
働 

は
財
務

(Financ:ng)

3:
務(

p
r
o
d
i
g
)

ミ
營
寒〈

s
e
l
n
n
g
)

:,
に
ハ
分
た
れ
各
特
別
な
る

«,
營
者

0
專
辦 

S
な
る
が
如
き
之
で
ぁ
る
。

:
而
も
此
際
第

1

及
び

#

5

«
悉
：ぐ
精
神
的
勞「

働

で

ぁ

る

が

^
:
ニ 

は

精

神
的
及
.^'
肉
體
勞
働
を
合
す
る
も
の

-で
ぁ
る
タ
益
に
於
て
が
，發

‘達
：せ
る
大
經
營
に
於
て 

は
第
ニ
は
吏
に
分
た
れ
，て
計
書

_

ど
現
ー
業
課
：

4
分
/た
れ
；る

.
 

^
へ
ば
前
例
に

於 

で設
：：

計

が
製
作
ょ
ぅ
分
た
れ
.る；

が
.如
き

ゆ
此
の

#

b .顴
箸
な
る

 

'例
.
'で
，ぁ
.る

ャ

K
0

に
^
韋
を 

®
す
る
は
へ
エ
場
龃
織
を
鄭
：

0
如
ぐ
肉
體
的
？
精
神
的

0
.兩
.者
に
分

.つ
ミ
同
一
の

#

用
は
；又
此 

.の
各
部
の

|%
部
に
於
て
更
に
行
は
れ
て
ゐ
る

i

で
あ

,̂
.,
.

例
ば
大
會
社
の

»

長

0
勞
務
は
全 

然
精
神
的
の
も
の
で
ぁ
る
け
れ
ざ
も
興
の
傍
に
ぁ

■る
書
記
又
は
：；タ

ィ
ピ

スト
の

事

務
は
全
然 

肉
體
的
勞

.働

.な
る
が
如
き
是
で

ぁ
る
。

又
大

.エ
揚

0
-技
師
，
*

の
：
職

：
#

^

牵

然

 

で
ぁ
る 

け
私
ざ
も
そ
の
製
圖
を
な
す
も
の
は
多
ぐ
肉
體
的
な
る

♦
か如
_
又
此
例
で
ぁ
つ
て
尙
邶
等
兩 

極
端
の
陬
に
.は
又

そ

れ
ぞ
れ
程
度
を
：興
に
す
る
南
種
勞
働
の
結

’合
せ
ら
れ
た
る
も
の

が

ぁ
る 

の
で
ぁ
る
。
斯
办
如
く
經
螫
の
運
用
ば
そ
の
發
達
す
る
に

.從
ひ
；て

.精
神
的
勞
働
は
肉
體

.

.的.勞 

働
よ
々
分
た
れ
て
：各
分
霖
さ
な
レ

*

の
分
業
が
：犄

^

§

な
る
に
從
て
後
者
は
愈
々
技
術
：的
器

械
.的
ぶ
レ
な
る
の
で
あ
る
。
而
し

T
此
際
前
者

.は
，必
ず
後
者
に
先
立
へ
ち
て
行
ほ
れ
る
も
の
で
あ 

つ
て
爾
恶
の
距
た

6
.
が
大
ど
な
ぅ

迂
囘

的
.
ゴ

な
る
に

從
つ
て
そ

.の
經
：營

は

I

層
：合
理
化
す
る 

に
到
る

の
で
あ
る

。
.

c
c
. 

Thompton,

^
e
n's
'
c
. 

ManagemstJ'.p.

Ln
4
‘

C

5
 

0 

,

務
黏

'

經
濟
，學

部

綿

經

濟

學

說

研

究

l
i

.

於
.

け
.

る
^

稿
.

經
濟
集
‘

化
.
.
.ミ
觀
念
市
場
參

0

し

:

. 

. ■-
七
':.
.
.
:
'
:
.
'
，

,.
:

.. 

へ
.

.

:

:

:

以
上
吾
人
«
經
營
經
濟
に
於

■

 

ニ
'大
原
則
を
叙
述
し
た
が
、然
し
從
ま
の

M :

筆
挟
術

I

 

に
が
か
る
合

.理
的
狀
態

&

示
す
も
の
で
な
い
。

.，；而
も
過

'去
に
於

.け
る

.各
種
經

#

技
術
.が
如
何 

V

•る
程
度
迄
此

の
-

ぬ
の
條
#
を
充
た
し
た
が

や
は

則
，ち

®

營
技
#
の

*

化

み

を

示

す 

も
の
で
力
る
。

$

に
佘
は
邱
の

®

か
ら
し
て
：經
營
技

*

の
：進
：化
を
說
明
す
る
：。

A
- :

#

統

鉍

經

營

法

：，：
，!
.

經
濟
の
發
達
は
長
き
：歷

.史
を
有
し
特
に
十
八
：«

紀
以
後
に

'於
：げ
夺
其
»
達
ゆ
自
覺
し
き
も 

の
が
あ
つ
た
に
和
は
ら
承
經
營
の

■

披
術
に
到

h

-

T

‘

は
數
世
紀
に

瓦
i

て
殆
ん

^

其
進
步
を
見 

る
こ

i

な
.ぐ
其
の

^
す
所

«

多

<
古

0.
'莊
齒
、軍
：隊
、«
合
等
0
:經
聲
法
：奪
^
 ̂

も
の
で
.

篆

l
i後
' (

一
1

H
七)

H
#

制
度
:̂
.餘
微
迖
す
名
資
本
主
義
の
通
展
.. 

第
-

^

x

-

b

:
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節i
i

十

怨

a

 

r

H

八)

エ摄制鹿
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0
迎膨

 

第九

g

 

八八

あ

る

。
.
.
今

日ヾ

」

.

_
务
^

が
' 3
十

世
，«
に
於
け
る

經
濟
の
發
達
に.順

：；

靡

す

る

爲

.め
に
多
少
：改善 

せ
ら
れ
た
に
過
ぎ
な
い
：の
で
、戚
心
臌
に
到

'&
.

.

て
ば
多
ぐ
昔
、ど
異
ん
所
が

.な
か
つ
た
。
則
ち
此 

種
の
：傅
統
的
經
營
法
の
本
質
は
從
來
に
於

け

る
個
、人
：的

經

驗

も

基

«

と
し
、其
他
：.に
到
て
は
全 

ぐ
自
己
の
：
直

觀
及
び

偶
然
的
の
傅
聞
に
ょ
ぅ
て
其

*

入口
©

八口に

鹰

じ
て

判
斷

を
下
す

も

の
で 

あ
る

0

今
其

.の
特
徵
鉍
擧

x,
ia
る
.ざ

ニ)

個
人
的
經
驗
を
基
礎
と
す
る
こ

W
O 

.
此
種

0
經
餐
者
は
：.從
：承

は

於

け

る

自

.己

の

«:
-
華
の「 

經

驗

を

基

礎

y

レ

す

を
i

の
で
あ
る
。
所
謂
經
驗
家
り

(
R
u
l
e
-
o
i
m
b

 

m
a
n
)

、

ビ

猫
す
る
ん
々
之 

で
あ

^

て
彼
等
は
自
己
の
經
營
及
び
管
理
法

“

づ

P
唯

1
無

-

Q

i
の
：ミ
考
へ
る
。
從
っ 

て
他
入
の
事
業
や
經
驗

.に
は
耳
を
藉
さ
な
い
頑
固
物
で
あ
る
。
興
國

S

释
營
考
の
犁
是

で

あ 

る
。

從

て

其

事

業

は

極

め

て

保

守

的

で

あ

る

。

此
故
に
：自
已
：の
經
營
內
に
於
ゎ
る
從
：來
：の
型 

(
h
a
b
i
t
)

を
變
页
す

.
る
.決
心
：を
す
る

i

は
彼
等
が
精
神
的
に

M

も
苦
痛
き
す
る
所
で
あ
つ
で
、從 

て
新
し
念
知
識
や
器
補
：の
利
用
は
最
も
世
間
に
後
れ
る
の
で
あ
る
、

_
~に
自
己
の
'經
驗
に
の
み 

賴
る
か
；
ら
し
'て
其
の
.鐵
圍
は
極
め

て

狹

小
.で
あ
る
。
，■
最
も

こ
は
彼
等

®.
.經
：驗
■ 

0
深
き
に
從
つ

て
.此
の
經
驗
の
版

'圍
は
廣
ぐ
な
る
も
：の
で
あ
る
け
れ
士

 

'む
' 而「
も
そ

«

必
竟
彼
等
自
身
の
經
驗

'

.

. 
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.
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s
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三

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
-
ニ
-ニ
-
-

.
_

_

_

_

_

_

_

_

_

_

_

._

_

_

_

_

_

_

:

.
，
.
丨'

:
 

I

:

.

-
 

. 

.

.

で
あ
る
が

-
ら
し
て
必
ら
中
し
も
最
岚
の
も
の
で
は
な
い
の
で

あ
る
。

牝：
.の
®

挺
な

&

ざ
る
も 

の
を
最
良
の
も
の
士
し
て
之
に
因
は
れ
る
點
に
於
て
其
特
徵
を
見
る
。

 

,

S)

傅
統
的
經
營
法
は

®:
觀
ヌ
は
偶
發
的
：傅
聞
に
よ
る
。
經
_
家
は
自
己

'の
®
驗
を

*

礎〜

 

す
.
る
け
れ

r'
も
*之
れ

.は
全
く
記
憶
に
依

.賴

す

る

の

で

あ

つ

て

、何
等
の
：，確
實
：な
る
記
錄
に
採
つ 

，湯

ぐ

.も
の
で
な
い

o

場
合
に
臨
み

' て
之
に
相

1
す
る

m

憶
を
呼
び

®

こ
す
の

.
で
あ
る
。
け 

れ

tf
も
，長
き

.經
歷
.を
踏
^

に
於
：て
屢
々

51
码
す

.る
：部

项

又

は

然

ら

ざ

る

；も
本
人
.が
：其

Q,.

事
：
 

の
爲
め

-に
：痛

烈

«

る
印

'象
.を
受
け
た
る

%

物

2
深
ぐ
人
間
.の

®
中
に
郯
刻
；せ
ら
れ
、他
日
：同

j 

の
境
通
に
遵
遇
す
る

.場
合
に

-は
，自
然
的
.に
.直

®

を
な
り

て
表
は
：

^

T
來
る
も
の
で

あ
る
。
例 

へ
ば
永

‘年
商
業
に
從

«:
し

T 

 ̂

® 

^
 
p 

#
.
s 

 ̂

& 

L
- 

T

ゐ
る
も
の
が

.承
氣- 

上
，.向
.
0
際
.'に
ff
i

々
：或
る
同
一
な
る
こ
三
の
ー
現
療
に
遺
遇
ー
す
る
こ
ど
が
あ
るW

假

足

す

..
°
'

而
も 

彼
'
;は
.之
：を
®

氣
.上
向

の
.徵
候
ヘVJ"

し

て

意

識

せ

ざ

る

の

.み
な
_ら

ず

徵

候

興

物

‘す

、V
•充
：分
明
白

•に 

意
：.識
：せ
’る
場
合
に
他
：日
®
；び
同

：-

r 
0

0

h

^

 

M

0

 

^

 

%
す
る
.に到 

る
が
鄭
き
之
で

あ

る

，

' 此
：等
の
豫
感
が
其
の
：華
礎
ハ
を
：永V

年
，.の
經
.驗

に
@ 
<

限

久

そ
は

或
，る「

程
：
 

度
翁
料
_

的

の

基

«

を
，.有

.
す

々

：
も0
;で
-
あ

る

け

れ：
.
も̂

浦

も
.
#等

が
.之

を
-經

驗
.的

：事

實

‘
ど
し
メ

第
l

l

f

f

-

 

:

第
-

^

號：

へ'•
心



第
二
十
岱(

1
1
E
O
)

 

丁
•場
制
度
^
特
微W

す
名
資
本
虫
義
の
迪
展
- 

.

.

.
第
J
 

$

て
®
識
せ
ざ
る
が
故
に
、他
の
何
等
章
確
な
る
基
礎
を

.有
せ
：
.ざ
，る

.
.®
解
ざ
：表
面

.上
自

'
B自

&
,之 

を
酿
別
す
る
こ

v

が
出
；來：：

'«
い
。
從
つ
て
时
々
過
を
な
す

.は
當
然

.の：こ

VJ..,

で
あ
る

o

M

<に
^
 

統
'的
：經

營

者

は

特

：に
轉
め
_て
.報
曾

 ̂

を
有
し
な
い
。

.
從
つ
て
皮
#
'
:
は 

時
折
り
偶
然
に

.，或

.る

.鋪
の
傅
聞
を
愛
ぐ
る
に
過
ぎ
な
：

‘い
も
の
で

〔

あ
'る
？
'
此
；
0
:故

に

：
經

營

'
內

部
 

め
泡

.織

.及
び

51
-«
に
就

_:いて
、其
知
る
所
は
直
接
自

6

接
し
得

'る
版

11
1
>ド
 

摩 

す
る
能
は
ざ
る

0
:み

な

：&
ず
、你
內
部
の
技

«

及

び

へ

赞

现

に

就

：，
：い
：

.

p

世
，界
ー
：の
：智
識
を
集
む
る
へ
こ 

ビ

が
出
來
な
い
，

 ̂

C 

 ̂
^

出
來
な 

い

の

で

あ

る
o

■ 

. 
' 

. 

' 

.■

.

. 

:
 

{

三

)

傅

統

的

經

營

法

は

即

席

.判

斷(
s
n
a
p

 
J
u
d
g
e
m
e
n
t
)

で
、耳
.つ

推

測(
g
i
s
)
；

に
ょ
る
。

街
.の
如
ぐ

傳
統

f K

潜
®

法
に
於
て

«
凡

て
狹

き
自
己
.の
經
驗

i

暖
眛
な
る

I t
s i

i

:

不
充
分
な
る
見
聞
を

基
礎
ど
す
る
か
ら
，し
て
經
營

龃

織

の

全
般

に

通

曉

す

る

を

.云
ふ
；經
營
親
：濟

0
第

一

原

M '
,に
八
ロ

致

せ

ざ
る

の
み

な
.
；

ふ
t

且

又

判

斷

が

實

行

に

*
.'
:
つ
ビ

云
ふ
第
こ
原
則
を
も
卑
分
ぺ
充
た
す
こ

ぐ

」

は
出
來
な
い
の
で
あ
る
。
蓋
し
所
謂
經
驗
家
な
る
ノもの
は
凡
て
の
：事
情
を
豫
め
明
か
に
せ

さ
る
が
傲
に
凡
て
の
方
針
及
び
好
爲
を
前
以

T
決
定
す
る
こ
ミ
が
出
來

.な
ぃ
0
假
令
決
楚
す

'奶で!1̂ 換̂ ^ ^ ^ ^
;il;v

る
も
其
の
材
料
不
充
分
に
し
て
且
っ
瞹

_

な
る
が
故
に
其
：後
に
到
り
て
必
す
彼
等
の
豫
見
せ 

ざ
&

し
事
情
が
突
發
し
結
'̂
前
以
て
定
め
た
る

 
一
V
ぶ
レ

は
何
等
 

'の
用
.を
も
な
さ
な
い
の
み
な
ら 

梦
却
っ
て
大
な
る
負
擔
を
生
ず
る
に
到
る
も
の
で
あ
る
。
從
っ
て
彼
等

Q

な
し
得

る

s

k
の
 

方
法
は
先
づ
彼
等
の

*

驗
直
感
其
時
の
傅
聞
に
ょ
ー

0
:て
.事
.情

：
：の

：刿

明

せ

：
る

：程

：度

._に

於

て

齊

を
 

進
め
，其
他
は
凡

-c
事
の

®

る
に
從

a
新
た
に
判
斷
：し
之
を
行

'ふ
に
あ
る
。
故
に
一
の
行
ひ
は 

凡
て
考
へ
ぐ
し
行
の
時
間

.的
交
替
の
連
續

V」

な
っ
て
：表

.は
れ
て
ぐ
る
の
で
あ
る

o

今
日
の
事
は 

今
日
に
て
足

5
,明
日

n

又
明

H

の
流
儀
で
や

.：っ，
'
.て
ft
ぐ
所
：請

S&ft s
y
s
t
e
m

で
あ

•つ

て

、
蓋

.
し

凡
 

て
の
事
情
を
，統
制
す
る
こ
ど
の
出
來
な
い
の
當
然
の
結
果
で
あ
る
。：.則
ち
此
等
の
場
合
に
於 

て
«
事
業

.の
進
行
は

.之

を

邵

分

的

に

，見
れ
ば
.尙
.多

少

ど

，も
計
«

占
.實
，.行
：0
:距
.；た
>
9は
な
い
で 

は
な
い
け
れ
ざ
も
之
'を
’全
體
ゼ
し
て
風
れ
ば
，殆

ん

^

な
い

t

云
っ
て
も
差
：支
へ
な
い

Q

で
あ 

っ
て

.凡
て
を
事
件

0
進
行
务
時
の

.裁
斷
に
委
か
し
て
ぬ
る
の
：で
あ
：る：。

ょ
し
部
分
的
に
見
て 

刺
.斷
す

"る
占
し
て

^

そ
れ
，は

.全
く
即
座
の
必
要
に

.靡
ず

i

爲
の
判

：

斷
で
あ

0

て
城
て
即
席 

牛
斷

w

な
る
の
で
あ

i

-
.

而
も

^

斷
だ
る
や
凡
て
，狹

，

な
る

經

驗

反

び

直

感

を

基

礎

ミ

す

，る 

か
ら
じ
て
.判

斷

は

必

然

的

.に
寧
ろ
推
.测

0
援
*

ど

な

る

も

'0
で
ぁ
るo

.

泥
ん
や
其
，時

其

時

事

，
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m
l
l
.
十
#

C 
ニ
四
一
二

) 

H

爆
制
酿4>
#.
_
导
る
資
本
主
義
の
^
^ ̂

第
*

^

4

H
 

伸

：
の

進

行

の

教

耍

：に
：

'迫
‘

れ
：で
錄
速
に
載
法
し
七
仕
事
を
進
め
：
る
0

必
：要

み

ゐ

P
於
'て
■を
や
“ 

,
此
：等

の

傅

統

的

經

營

..：
法
が
現
代
的
經
營
法
に
比
し
嗇
式
に
し

.て
k

つ
能
_

の
罾
が
ら
ざ
る 

も
の
な

'る
こ
ふ
は
明
か
で
あ
る
。
蓋
し
其
方
法

.が

S

に
彼
等
の

.狹
：
,

な
る
經
驗
を
基
礎
：

S
す 

な
結

.果
；他
の
方
法
に
比
し
浪
費
を
多

.ぐ
一
し
原
價
を
高
む
る
の
み
な
& 

V
T 
M

つ
或
る
豫
期
せ
ざ 

る
事
件
の
發
生

#

に
其
の

®

行
は
止

.め
，ら
れ
、其

判

斷

を

下

す

間

は他
：：

の
實
行
的
方
而
を
司
る 

人
々
は
手
を
拱
ぬ
き
て
：傍

®

し
、而
し
て
企
業
家
は
彼
等
に

.對
し
て

.其

.

.間
：も
：尙
高
き
.賃
銀
：を
支 

拂
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か

&

で
あ
る

0

尤
も
此
の
方
法
に
ょ
：る
經
營
法
ミ
雖
も
長
き
：經
驗
：
 

を
、有
す
る
才
能
あ
る
經
營
者
が
比
較
的
小
規
模

_の
事
業

.を

經

營

す

.

.
る

場

合

に

は
尙

ょ

く

能
率 

を
.泰
.け
.得
る
こ

VJ..

勿
'論
.で
あ
る

：
。
.

B

常
識
的
經
營
法

a

驗

31
物
は
長
き
間

0.
實
歷
の
結
果
最
良
の

.
も
の
で
あ
る
こ

デ/

レ

を
示
し
た
も
の
で
あ
る
か

ら
し
て
、か
か
る
經
驗
あ
る
も
の

.は
同

「

の
事
物
に
遭
遇
し
た
る
場
合
に
新
た
に
考
慮
し
て
.判

■ 

' 

•

斷
を
下
す
の
勞
カ

-̂
時
間
を
翦
し
な
ぃ
。
殆
ん

\

レ

直
感
的
に

.

®決
處
：雞
し
て
而
も
誤
る
こ

ビ 

が
な
ぃ

.の
で
あ
る
，。

之
れ
則
ち
多
ぐ
の
.傷
合
：に
於
て
經
驗
が

：
能
率

「

を
：擧
ば
拇

る

最
も
力
あ
る

H B

fb

根
本

M
因

'を
.な
す
所
以
で
あ
る

C

C

Cけ

れ

ざ

，も.近
'世
に
於
け
る

»

會
及
次
擦
術
は
：進
步
し
七 

已
ま
な

.い
も
の
で
あ
る

.0
今

H

の
最
岚
の
方
法
も
明
日
は
舊
式
威

：

腐
の

.方
法

.
,
/

J,
な
る
は
®
人 

.の
常
に

M

る
現
象
で
あ
る
。
此
の
故
に
經
驗
が
慣
習

V」

な
ぅ
傅
統

：

ざ
な
つ
て
人
の
心
身
を
拘 

束
す
る
場
合
に
は
、益
に
之
に
囟
は
れ
た
る
人
及
び
社
會
の
進
步
は
已
む

.も
の
で
あ
る
。
茲
に 

於
て
か
從
來
脒
に
：價
値
の
判
衆
し
た
る
•經
驗
を
狹
き
自
己
の
實
歷
に
限
ら
ず
其
の
智
識
及
び 

經
驗
を
廣
ぐ
世
界
に
求
め
ん

V」

す
る
性
向
又
は
確
信
を
有
す

る

も

0
.が

*

る
。.
常
識
的
ヌ
は

_ 

進
步
的
經
營
法
之
で
あ
つ
て
所
謂
實
行
家

(Practical m
a
n
)

の
な

す
所
で

P

る
。
彼
等
は
記
憶 

V
)

經
驗

V」

推
测
を
甚
礎
ヾ

」

す
る

a

に
於
て
經
驗
家

'
マ

」.

同
じ
け

.れV」

も
、自
ら
成
功
せ

P

ヾ

」

認
め 

る
他
人
の
經
驗
を
廣
く
採
用
せ
ん

S

努
め

る
も
の
で

あ

る

。

此
の
點
に
於
て
彼
は

0

る
進
取 

的
で
あ
る

.け
れ

r

も
而
も
彼
は
他
人
の
經
驗
及
び
推
獎
を
分
析
し
て
：何
故
に
；其

0
.方
法
が
他
，
 

人
に
，於
て
成
功
し
た
石
や
、又
之
が
自
己
の
場
合
に
適
用
せ
ら
れ
る
や
否

'や
は
考
察
し
な
い
。
 

又
浪
己
の
龃
織
や
其
經
驗
に
就
い
て

-
は
凡
て
記
憶

'を
た
ょ
つ
て
何

_

0
記
錄
を
も
有
し
な
い
。
 

又
採
用
せ
ん
き

'す
る
他
人
の
手
段
方
法

'を
分
祈

U

®
の
#

徵
.を
.檢

出

さ

せ

.る
が
故
に
兩
審
を 

論
理
的
に
結
合
し
丈
則

®

を

-F
す

z 

i
が
；出

來

な

い

の

.で
1あ

る
。

換
章
す
，
れ
ば
彼
は
凡
て
他
：

.
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四

.

.

.
/
.

A

の
成
功
せ

る

手
段
方
法

'を
無
批
判
に
其
儘
自
己
の
經
營
內
に
採
用
；

¥

ど
す

る
も
の

で
あ 

る
。

從
つ
て
.經
驗
家
ゃ
興
な

ぅ

其
の
な
す
所
は
極
，办て
危
險
な
る
も
の
で
あ
る

o

其

の
な

す 

方
針
も
亦
最
も
障
害
の
少
な

き

所
に
從
ひ
、早
つ
事
業
；

'の
終
局
：の
目

.的
i

り
も

.其
時
其
時

の

一
 

時
的
便

«

に
ょ
つ
て
'

*
右
せ

.
ら
れ
る
の
常
で
あ
る
。
、

 

；

以
上
述
べ

た

こ
つ
の
經
營
法
の
依
る
所
は
廣
狹

0
.差
‘ぁ

れ

ギ

も

共

に

經

©

を

*
磁
ヾ

」

し

® 

し
て
只
之
を
記
憶
に
止

.め
其

.時

；

時

直

觀

的

，
に

又

：
は
：
特

に

.

等

呼

び

©
し
て
利
斷
を
卞
す 

こ

i

で
あ
る
。
而
も
此
の
記

.憶
に
ょ
る
經
驗
に
は

.技
術
の

.發
達
上
に
大
な
る
缺
點
が
あ
る
。

⑴

經
驗
上
最
炱
の
方
法
し
て
認
矽
ら
れ
こ
れ
が
一
般
の
智
識
ビ

.し
て

«

習
ミ
な
.つ
て
ゐ 

る
時
は
最
甲
他
の

®

々
の
方
法
を
試
み
る
の

必

要
は
な
い
。
將
來
の
研
究
莕
は
之
を

a

礎
，じ 

し
て
觅
に
其
上
に
研
究
を
進
め
て
行
ぐ
こ

S

が
出
來
る
も
の
で
あ

’
る

0

之

れ

則

ち

技

術

*̂
歷 

&

的
に
發
達
し
來
つ

た
有
力

な
る
原

因

で

ぁ
る
け
れ
ざ

も
、
こ
れ

が
只
一

一
個
入

の
智

li
s

し
て 

止
ま
る
場
合
に
は
、か
か
る

#

會
的
利
益
は
存
在
し
.な
い

0;
誠

!;
近
世
.に
於
け
る
大
發
舄
太
發 

明
：は決
む
て

 

一
^

人
の
努
力
で
；は
な
い
。
長
き
年
月
に
於
け
る
多
數
の
人
々
の
失
敗
、經
險
の 

結
*

で
あ

.
-6
0

彼
等
は
相
次
い
で
趣
れ
る
先
覺
者
の
な
し
：た

.る
失
敗
，成

.哮

B

A

0

し
，

於

|

:f!,代̂ ^ ^ 總辭源窮̂！̂搬̂ ^ ^ ^ 狗兩然̂ ^ 堪 ^ ® ^ 柳 ニ
!T ‘T: • . . ， ‘‘ ■J' . . . .

T
彼
等
の
成
功
し
た
る
所
を
其
の
出
發
點
ミ
し

T
Je
に
研
究
を
重
ね
^
も
の
で
あ
つ
て
货
爵 

好
運
な
る
最
後
の
一
人
に
ょ
つ
て
完
成
せ
ら
れ
て
彼

.を

し

て

不

朽

の

大

.發
明
家
た
る
名
を
得 

せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
吾
人
は
此
の
好
運
兒
の
前
に
幾
多
の
不
幸
な
る
研
究
象
の
失
敗
'
成

功
の
數
十
百
年
に
亘
る
不
斷
の
努
カ
を
無
視
し
て
は
な
ら
な
い

0
:

- 

. 

. 

,

作
經
驗
あ
る

I

個
人

，こ

し
て
も
其
の
成
功
し
遂
げ
た
る
處
は
記
；憶
に
业
ま
る
が
次
に
之

A

一
 

般

に
知
ら
れ
ざ
る
間
に
死
亡
す

る

時
は
彼
の
技
術
は
永
遠
に
彼

S
典
に
葬
ら
れ
る
の
で 

あ
る

，

：

.

' V. 
口

彼

自

ら

5
0

雖
も
多

'ぐ
の
經
驗
は
單
な
る
記

®

に
.
*
ぎ
な

.い：か

' ら
，
し
，
て
：
此

等

の

事

項

、
を 

1

々
記
憶
し
て
之
を
比
較
す
る
こ
？
は
出
來
な

’
い
の
み
な
ら

t

凡
て
の
事
情
を
腦
中
に
越
列 

し
て
明
白
に
意
識
し
之
を
通
觀
す

.
る
こ
く
は
不
可
能
で
あ
る

’o

彼
の
記

'憶
：す
る
所
は
馆
屢
ヘ
々
 

表
は
れ
來
た
石
事
項
か
、又：

■は
：：

特
に

ff
i
著
な

.る：も

の
：'

に
へ
限
ら
れ

'從
；つ
て
假
令

£

要
な

_る
事

1

マ

」 

離
も
其
場
合
に
大
な

る

必

要

な

か

り

し

が

，爲

.：

め
、又他
.に
特
別
な
る
事
情
の
指
在
せ
し
爲
め
大 

な
る
結

»

を
見
た
り
し
も
の
も

0

ぐ
其
儘
永
久
に
思
れ
ら
れ

る

の
.
で
あ
る
。
從
っ
て
多
く
を

比
較
し
て
最
良
を
選
ぶ

こ
ミ
が
出
來
な
い
。

. 

'

.

.
: 

. 

: 

: 

..

,
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第
九
號 

九
六

,
''G
:
系
■統
■.的
研
究
法
く
，

.
益
に
於
て

.か
最
近

.罕
四
十
年
間
に
於
て
ニ

0

0
願
著
な

_る
經

_營
：法

#

表
.は
れ
た
。
其
一
.つ
 

は
茲
，に
述
べ
ん

ビ

す
る
系

’統
的
經
營
法
で
、他
の

.

1

つ
は

'次
に
述
ぶ
る
科
學
的
經
營
法
で
あ
る
、
 

所
謂
系
統
的
經
營

'法
は
事
務
員
及
び
筂
：記
係
の
發
達
に
か
，か
る
も
の
で
、其

/目
的

L
Cす
る

'所
は

. 

注
意
す
可
き
記

.錄
の
保
存

i

各
顿
の
情
報
の

.蒐

«

及
び
分
類
に

‘あ
る
。
前
し
て
之
れ
に
ょ
つ 

'で
現
在
の

R
e
c
o
r
d

を
漸
次
に
改
善
她
步
し
て
行
か
ん
ヾ

」

す
る
も
の
で
あ
る

)

換 
一H
す
れ
ば
經

. 

營
內
に
於
て
實
行
'に
先
ち
特
別
に
考
慮
す
る
考
が
あ
な

£

が
專
ら
ヌ
は
：平
_ば
«_門
的
に
各
猶 

の
事
情
を
記
錄
に
肷

&
之
を
分
類
し

.て
保
存
し
以
て
各

.種
，の
力

ff
i

中
最
も
.辟

好

な

,
9 

S認
め 

る
も
の
を
經
營
密
に
雅
煨
す
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
之
等
を

’實
.際
に
試
驗
し
て
見
る
の
で 

あ

る
。

針
播

に
先
ち
鈕

0

的
に
記

錄
を
取
り
各

®

の
方
法
の
诈
蛱
的
偾
俥
を
驗
す
る
上
に
於 

て
此
の
方
法
は
前

-:
考
に
對
し
大
な
る
進
步
を
示
す
も

0
で
あ
る

 

D 

.

科

學

的

經

營

法

へ

，

康
業
は
近
世
に
於
け
る
人
間
生
活
の
活
動
的
方
猶
を
代
表
す
る

も

の：で
あ
り
、科
學
は
典
の 

精
神
的
方
面
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
今
若
し

!«
：；の

：：
兩
者
の
結
合
す
る
時
は
之
に

r:T.ベ' ^ ? 巧’游 切;?取
'{ ； i .1!础：}
w i n  . ■

i
M i i - ，

よ
つ
て
大
な
る
結
果
を
得
る
こ

.ビ

は
火
を
睹
る
よ
り
明
か
な
る

‘事

«

で
ぁ
る

' 

か
の
科
學
を 

利
用
す
：る

ゴ

傅
統
ミ
：何
れ
が
能
率
の
.大
な
る
や
は
：醫
學
及
び
戰

#
:に
於
て
は

'g
に
早
く
よ
り 

疑
を
容
れ
ざ

' る

迄
に
明
か
に
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

然
，か
：し

從

來

科

學

を

兎

角

，等

閑

に

^

^

る
傾 

向

^

&
し
實
業
家
も
近
時
は

*

ゃ
ぐ
之
を
尊
敬
す
る
新
傾
向
を
有
す
る
に
到
り
、興
使
用
人
は 

多
ズ

.は
高
等
敎
育
：を
受
け
.た
る
も
の
の
中
に
求
む
る

.
の
み

-な
ら
ず

_

|%
部

.に
：於
て
は
實
_

室 

調
'査
部
又
は
針
書
部
‘を
錄
ぐ
會
社
ー
が
續
.出
す
る
：に
.到
つ
，た
， 

>

所
f

f

和
.學
的
.策
，營

法

0
起

fi
t
は

技
術

者
侧
.0
*
達
に
か
一
か
る
:>
.
此
：の
：方
.法
：に
於
て
は
靡
業 

上
に
於
け
、る
凡
て
の
間
題
を
綿
密
に
研
究

L

P
最
も
適
確
に
；し

T
1L
つ
最
も
有
力
な
る
唯

' 
十
 

無
ニ
の

'方
法
、則
ち
ス

T
h
e

 best

デ
を
發
見
せ
ん

>
j

す
る
毛

.

の
.：.で

ぁ
る
。
北
の
.方
法
は
凡
て
の
方
法 

を
根
本

.的
に
檢
し
：且

0
.將
來
ホ
於
け
る
不
明
？
不
ザ

 

迄
除
去
す

る

を
理
想

—

す
る
，
 

凡
て
の
-も
の
を
科
學
的
基
礎
に
於

X

 

M

せ
ん

v
j

す
る

.も
の
で
ぁ
る

C

科
學
的
«_究
法
は
大
耍 

左
0

如
き
手
續
を
採
か
て
行
は
れ

.る
も
の
で
ぁ
る
。

 

,

丨
s
' 

! 

%究
の
對
象
た
る
事
質
問
題
及
び
狀
態
を
部
分
的
要
素
仁
分
析
す
る
：こ

.
'這
。

斯
の
如 

"ぐ
す
る
時
は

.問
題
の

.
困
雞

>
 

■
究
家
の
自
然
的
：智
力
の
懸
隔
を
狹
，少

に
且
つ
其
.の
結
舉
は
之
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^

九
號
 

九
八
：
こ
 

を
適
當
に
利
用

.し
：得
る
形
式
マ

J

な
す
こ

.
マ

」

が
出
來
る
。
か

Q

科
學
的
經
營
法
に
於
け
：る
運
動 

研
究
は
此
の
適
例
で
あ
つ
て
此
の
方
法
，に

ょ

る
'時
は
：
' «

舉
な

.る
1
.
つ
：Q

作
業
を
，も
之
を
數
：個 

又
ぬ
數
十
の
上
下
又
は
左
右
の

I

運
動

(
3
a
o
n
>

に
分
祈
し
，以
て
新
た
な
る
合
理
的
作
業
の
方 

法
を
發
見
せ
ん
さ
努
む
る
も
の
で
あ
る

。.

g

材
料

.を
完
全
に
餘
す
所
な
ぐ
蒐
集
す
る
こ

“

。
然
る
時
は
凡
：て
の

”事
，情
は
悉
く
記

«
 

i

に
採
る
時
は
、不
時
の
錯
：誤
其
他
事
情
變
化
の
；爲
め

'結
果
に
於
て
多
少
の
變
動
を

.

生
'ず
る
も 

之
等
は
大
勢
に
影
響
な
く
又
は
少
な

 <
 

ミ

も

、
其
の

_

差
.を
計
算
し
得
る
程
度
れ

1 |
少
す
る
こ 

ざ
が
出
來
る
。
蓋
し
之
に
ょ
つ
て
將
來
の
不
確
實

i

不
明
を
除
去
し
得

.

.
る
.か

ら

.で

あ

つ

て

か
 

の
テ

11

フ
I

が
金
屬
切
斷
の
方
法
を
研
究
す
る
に

'際
し
約
：五
萬
の
實
驗
を
記
錄
に
止
め
た
る 

か
t̂
l.
き
之
で

^-
る
。，

5

斯
の
如
く
集
め
た
る
材
料
を
適
當
に
分
類
、之
を
整
理
す
可
し
。
然
：る
時
は
一
定
の
問

" 

題
に
對
し
凡
て
の
も

.の
を
明
白
に
且
つ
確

«

に
迅

31
.に
答
へ
得
る

。
' 

M.し
て
又
斯
ふ
き
分 

類

V

整
：理を
し
、自
然
的
に
之
を
腦
中
に
趑
置
せ
ば
吾
人
の

智
力

は
次
の
；活
動
に
入
る
も
の
で

あ
る

o^

歸納、潢釋
類
推
其
他
の
論
理
的
方
法
に
よ
つ
て
推
理
を

な
し
、

又
は
結
論
.を
得
る
に
到 

る
此
等
の
論

a
的
方
法
中
、何
れ
に
よ
る
，を
以
て
最

i
.有
效

S

な
す
や
は
へ
間
輝
の
性

S
、其
の
、 

の
性
向
に
よ
る
も
の
で
あ
つ
て
、其
結
梁
の
戽
否
は
：特
に
：其
才
智
如
何
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
 

特
に
此
の
際
想
像
力
を
逞
し
く
し
得
る
も
の

.ば

.智

力

：：を

極

使

に

：緊
張
へ
せ
.し
む
る

4

が
出
來
る
：
 

S

新
た
に
得
た

る

推
論
は
之
を
あ
ら
ゆ
る
方
法
に
よ
つ
て
其
批
評

ざ

試
驗
を
經
、又
睡
宠 

の
*

實
に
よ
つ
て
其
の
推
理
の
眞

.な
々
や

-否
や
を
決
定
し

’な
け
れ
；；

.

^

ぬ
。
而
し
て
苕
し 

眞
理
の

'各
部
分
が
悉
く
相
：

®

間
に
矛
盾
：す
る

'所
な
ぐ
一
致
し

〔

且
|
.
0之
'が
>1
て
.常

識

あ

る

人

に 

認
め
、ら
れ
る
に
よ
つ
て
始
め
て
之

^
:眞
理
：ざ：し

..て
信
：賴
し

#
ふ
も

0

で
あ
る
。

.
(6
)

科
學
的
研
究
法

0
、最
，
に

な

す
可
き

'處
，せ
得
た
る
：凡
て
の
精
論
を
.心
へ
易

ぐ

且
.つ
今

?]
! 

的
に
支
持
し
以
て
平
然
た
る

ff
i

度
の

下

に
新
^
な
る
證
據
を
得
る
こ
ミ

で
あ

.る
。
此
故
に
一 

度
事
を
最
善
な
り

V

決

^

し
た

.る
後
に
於
て
も
科
學
的
態
度
を
持
す
る
も
の

’は
®

斷
を
避
け
、
 

そ
れ
に
囚

.は
れ
な
ぃ
も
の
で
あ
る
。
吾
人
は
先
に
記
憶
を
基
礎
ヾ

」

す
る
經
.驗
及

 
'び
特
に
之
を 

記
錄
に
取
る
こ

w

が
.勞
働
及
び
時
間
を
節

.約
し
て
技
術
の
發
達
を
肋
け

'る
.こ
ど
を
述
ベ
た

が 

廣
學
的

'研
究
法
は
此
の
點
に
於
て
最
も
大
な
る
效
艰
を
'有
す
る
も
の

•
.で
あ
る
。

蓋
し
其
の

！H

'.

1̂1*-您
(
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驗
及
び
記
錄
を
科
學
的
に
艿

•摇

し

而

し

て

之

よ

り一

般
的
，結
論
：を
.引

き

出

し
た
る
も
の
は
之 

に
：：

よ
.つ
て
特
別
な
：る
場
入
ロ
場
合
に
：於
け
.
る
-«

雜

な

る

ff
i

亂
よ
ぅ
解
.
.
放
せ
ら
れ
、狹
隘
：な
‘る
經

「

驗 

を
超
：
.越
し
且
つ
零
に
徒

&

に
.蘇
め
込
む
：

g

憶
、に

.俾
る

.茜
惱
を
脫
す

.る
こ
ど
が
，出

.难
る
。

V
飲
に 

Prof. 

w
i
m
a
s

 

J
a
m
e
s

日
く

「

精
，神

.的
' に
.一

つ
の
目
的
物
を
編
，み
込
む
.最
良
の
制
度
は

‘合

®.
的
:® 

埤
則
ち
所

_

科
.學(

&
3
0
0

)

で
命
る
。
ル
て

«

物
を
分
類
に
從
つ
て
そ
れ

e

れ
；.そ
の
所
に
排
置 

せ
よ
。
之

」

を
そ
の
原
因
に

從
つ
.て

論
理
的
に

說

明
し

.之

.よ

&

そ
の
必
然

0
«>
»

を
導
.
き
出
，す 

可
し
。

.而
し
て
之

•が
如
何
な

.る

自

然

法

則

，
の
.
一
，
例
，：な
.る
や
を
.發

見

す

ベ

し
0

こ
れ

凡
て
の
方

法
中
最
莨
の
物
で
ぁ
る

。
-
' 則
ち
科
學
は
最
大

®
滎
働
節
約

.の
手
段
で
ぁ
る
。

•こ
れ

•■に
よ
つ
て

■-:
 

.

.

.

無
歡
の
詳
細
な
る
記

^

の
必
要
な
：ぐ
な

&
準
な

.る
»

想
.に
代

：
¥
 

論
理 

的
方
法
に
：.よ
る
こ
と
が
出

^

る
。

@

人
.若
し

f
法
如

」

を：知
ら
ん

.：炉

。
' 
吾
人
：は

^

の
特
別
の

*

合
を

| 

一
^

«
す
る

0

聚
な
ぐ
，こ
れ

‘等
、は
，法
勛

」

に
よ
，つ
て
何

^

$

ま
ま

■に：
之
を
思
；S

起
す

.こ
と
を
得
る

」

气

' 

:

,

.

.

(

一〕
JVIarsha.ii, Industry..pnd Trade' pp. 

IVO
7
-
S
,

:

八
.:

:

wi! ：；> , ' • 、 • ' .

i丨!•! .

’
機
械
生
產
に
ょ

.つ
て
行
'詰
ま
れ
る
今
.日
の
寧

業
：
は
か

：

か
る
科

^

的

0
:研
：，究
：法
を
經
營
の
凡 

て
の
方
面
に
應
用
し
：て
始
め
‘て

尙

其

俞

途

を

開

拓

し

て

行

く

こ

'ビ
.が
出
：來
：る
の
で
あ
る
。'而 

,

し

て

一

皮

か

か

る

精

神

.的
努
力
に
ょ
っ
て
最
良
の
：方
法
：が
訐
：寄
：せ
も
れ
.る
時
は
：、此の
下
に
働 

ぐ
人

.々
は
一
に
此
の
針

.窬
に
從
つ
て
機
械
：的
に
勞

#:
す
：/る
も

の

で
あ
つ

.て、此
が
最
も
明
白
に
：
 

表
：は
れ
て
ぐ
る
の

.ば
製
作
部
が
計
#
課
ど
現
業
課
に
分
離
せ

.ら
れ
る
場
合
で
あ
る
。
け
れ

 ̂

:も
科
學
的
研
究
法
の
採
用

.す
る

.此
種
の
幾
多

0
方

法

，の

技

術

的

研

究

を

な

す

は

本

論

，の
目
的 

で

は
な
い
。

‘
本

論

文

に

於

て

余

の

.說
か
ん」/」

す
.
.る
所
は
機
械
生
._
M
,技

術

に
主

き

置

い

た
1*
1

有 

の
土 

.場
制
：度

>̂
.行

詰

士

り

、
今

や

：
經

：營

に

；
其

：
主

：：
を

輝
く

こ

ビ

に
よ
つ
て
今
後

0

に
.展
_

し
.つ
つ 

あ
る

.こマ」

を
强

.調
•せ

ん

？

す
.る
に
あ

K

%
則

ち

科
學
の
應
用
が
技

.術

.か
ら
_經
營
に
移
つ
；た
こ 

.

幸
を
主
張
せ
ん
マ

」

す
る
に
あ
：つ
た
。
技
術
：の：合

"
^
^
 ̂

へ
の

_

展
を
承
す

. 

に
：あ

.つ

.た
。.

へ

ス

'
.
. 

-

か
'か
る
企
業
中
心

.の
移
動
：S

將
：來
の
康
業
組
織
の
推
移
に

.對
し
.典

味
あ

る
階
示
を
與
，ふる
 

も
の

.で

^

る
。

想
ふ
に
利
學

'が
‘技

術

：
に

；
應

用

.
せ

ら

れ
.
る
畤

に

茲

に

：
完
-全

.
：な
.
る

自

働

的

思

.考 

.的

器
_

が
.作

り

出さ

れ

、
凡

て.
.は

此

，
：
の

客
«
.的
.物

質

，
的

：
設
.，
備
.
'の

：
支

配.を

受
.け
：
-る
.
即

，ち
人

が

物
 

筇
ニ
叶怨

(

一
一
五

j
)

工
場
制
度4
#
微
ミ
す
る
廣
本
義
の
還
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號

l

o

i

l

.

に
支
齡
せ
ら
：れ
る
資
本
主

_

の：
«

大
缺
：歟
ざ
な
つ
て
表

«
:れ
.て
ぐ
ぐ
る

^

で
あ
る
。

」

然
る
に
科
：
 

學
が
經
營
に
適
用

.せ
‘

れ
る
時
藓
に
ヘ
合
；理
的
な
る
.經
：營
運
：用
：§：

方
ぃ
法
：
が
：
行

は
れ
；る
9 

P

Sす「 

れ
ば
生
き
，た
i

人
に〕

ょ
.を
«

營
支)

配
：
0
時
代
^
:來
：
る
0

此
の
點
.に
於
於
て
經
：營

時

代

は

乎

エ

業 

_
代U

崎
'つ
た
も
の
で
ぁ
る
。
け
れ

，じ

も
_
營
：時：代

.は
间
じ
人
の
支
配
の

_

代
で
も
、そ
れ
は 

才
能
に
ょ
る
人
及
び

.
物

の

：
支

，
配
.
.

則
ち
合
理
的
の
支
配

.
9 

で

ぁ
'
る
？

^

sa
が
.命

a 

的
^

な
る
時
に
組
：織
體
：は

其

內

部

に

磨

_

を
：生
.龙

f

 

fな
.ぐ

,
滑

に「其
：：

活

：聰

を

持

續

し
'て
' 

行
く
こ

V」

が
出
來
る
の
で
ぁ
る
。
而
し
て
此

0
合
a

的
法
則
を
、發

'
.見
'し
得
；る
も
の
：は
則
ち
多 

し

數
民
衆
中

^

り

®
棟
せ

&

れ
，た
；
る
才
能
の
士
.
.で
.
ぁ
' る
0

此

0
故
.に
：
經

:®
の
時
代
は
才
能
支
配
、
 

の
時
代

で

ぁ
る
。
資
本
ま
義
に
於
け
る
資
本
物
、資
本
家
支

_

の
'時
代
は
：去
る

P

さ
P

ビ

て
勞 

儆
漭
專

»

又
は
統
制
な
き
垮
衆
支
喊
の
時
代
來

'た
る
の
で

«

な
い

0

鏍
に
經
營
制
度
の
中
立 

性
.が
#

在
す

る
。

余
は
#

て
本
誌
第
十

九
卷

s

i

に
於
て
職
：業
的
企

_

寧
の

.成
立

.ざ
題
し
、
 

將
來
の
伞
業
經
營
編
得
企

*

家
.の
才
能
に
ょ
つ
て
行
は
れ
：
る
：の
へ
不
^
能
；を

論

.L
?
、經
營
才
能
：
 

の
士
：が

企

寒

家
ぐ
し
し
，て
释
營
指
撖
の
局
に
當
る
時
一
代
の

_

來
す
る

、
，

y 

b
れ
。
而
し
で 

彼
等
は
資
本

0

 
J

 

S

?

る
- S

共
に
、又
勞
働
者

'よ

b

分
：
_

し
、其
中
間
に
於
て

.中

.立
性
を
：維

! $  ̂ 托デ妓ザ吧贷绅g今冷-，m•识申味y相符激然視拥切！み 例 ■山■«执ーこ
!!j i!' .:{ . . .

i f少 .い，、丨 ■ • v

持
す
る
も
の
で
あ
る

.j

€ '

を
說
い
た
。

則
ち
茲
に
、所
謂
：經
"餐
暁

ft
0
企
.業
家
：
I;
外
な
ら

^
.
o 

而
し

T
此
，の
職
業
的
企
業
家
の
中
立
性

«
.決
し
，

-T
il
^

w

#
の
：
間

：

に
：：：

於

け

る

瞹

：
昧
_ 

Q
る

炎

：
協 

的
中
立
性
を
持
す
る
の
謂
で
は
な
、い

C
.
'

否

^
人
が

.見
：て
も
眞
な
ト
ビ
' せ
：ぎ

る

可

か

、ら
ざ
る
科 

•

卜
^
變
 

r 

r
 

h

“か
！1

ず
‘

4
。

最
後
に
余

’は
經
營
時
代
に
於
：け
る
職
業
的
企
業
家
に
：對
す
る
勢
働
：者
ミ
衰
本
家
の
立
褥
を 

論
じ
て
本
論
を
終
る

0

科
學
が

^
齋
技
術
に
靡
用
せ

&

れ
る
時
に
勞
：働
者
：は
：手H

業
時
代
の 

熟
練
を
失
ひ
、自
己
の
才
服

>

 
働
か
す
る
餘
地
な
：き

'機
械
の
：如
き
勞
：作

(:
從
：事
す
る
こ

そ

じ

な 

る
。
.
版
の
點
に
於
て
そ
は

.科
學
が
經
營
に
適
用
せ
ら
れ
夺
場
合

S

全
：'然
同
：

！

で
あ
る
。
蓋
し 

生
産
故
術
た
る

f
經
\營
聆
る
を
問
は

■す
#

#
的
は
最
良

.の
マ
方
法
が

'狹
定
せ
&
れ

る
時
に
、他

®: 

舞
等
な
る
方
法
の
行
は
れ
令
の
を
許
す
こ
這
が
出

^

な
い

炉

ら

で

あ

：る
：。

.け
れV

も
技
術
^

-

0

時
代
■ V」

經

營

萬

能

^

代
の
勞

働

者

の

眺

位
に
«
:
»間
.に
，0 
0

奴

：
相.違

、が

あ

を

。

：

合

理

的
® 

營
法
：に

於

て

は
肉
心
の
：勞
働
を
嚴
密
に
區
別
し
、兩
者

'の
，負

»

を
均
等
な

ら

し

め

ん

こi

を
期 

す
る
結
果

2)

從
來
の
勞
働

.激
の
糈
神
；的
勞
働

«
彼
等
ょ

1

全
‘然
除
去
し
て
：經

#

の
負
擔

^
な

. 

す
、其
：爲
に‘從

來

の
.經

營
0
食

_

は

加
«:
り
、»

結
'果

經

：營
«1
-
織

の
«

^

を

見

：
る
も
'

の
：.

で
あ

る
。

第
一
：

1

十

卷

ハ

ー

一
$ :

s

:

エ
場
龇
账
を
特
微
参
る
資
本
主
教
の
.迆
腾
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一
◦
四

從
っ
て
上
，級
經
營
港

e
勞
働
寒
の

^

間
に
は
多
數
の
•下
級
經
營
者
の
存
在
を
必

要

ミ
し
；_
結 

果
.中
間
階
級
の
發
生
を
見

/
る
も
の
で
あ
る
。
：’
此
故

に
勞
.働
者
は
從
來
よ
り
も
、容
易

に
其
地
位

0
向
上
を
計
る

.を
得
る
も
の
で

^

る。
'
:之
れ
よ

.

.

cs‘

も
.科
學
に
よ
る
經
營
法

：：

が
勞

«

潘

0-
地
.位
.

' 

\ -
 

; 

.

を
.向
上

.せ

.し
む
る
上
に

.於
て

.重
®

な
る
意
義
を
有
す
る
は
勞
働

..者

を

：
し

て

：
經

營

.技

術

_を
會
得 

せ
し
办
、他
日
勞
働
者
の
企

.寒
の
管
理
を
可
能
：せ
し

.む
'る
の
道
.を

開

く

こ

琴

で

あ
る
。

蓋
し

從 

來
勞
働

「

者
の
共
同
生
：產

_

業

；
が

失

敗

に

：

!®
せ

し

最

大

：原

因

の
一：

は
^
等
が
逾
當
な
る
指
：揮
者 

を
有
せ
な
か
っ
た
に

'あ
る
こ

V
は
學
說
の

T

致
す
る
所
で
あ
る
。
蓋
し
吾
人
が
以
上
輪
述

.：'

し 

來
っ
太
や
ぅ
に
從
來
の
經
營
法
は
一
に

‘

業
家

0

長
き
間
の
經
驗
を
蕋
礎
さ
し
た
も
の
で
あ 

っ
て
、而
し

X
此
の
經

驗

は
一
に
經
驗
者
自
身
の
獨
占
的

.才
能
で
あ
っ
た
の
で
、經
驗
な
き
も
の 

の
'永
久
に
得
る
こ
^
の
出
來

 

'な
か
つ
た
所
で

办

る
。
.
然
る
に
科
學
的
：研究
：法
に
於
て
は
凡
て 

の
も
の
が
記
錄
に
採
ら
れ
で
長
く
保
存
せ
：ら
；れ
る
ど
共
に

.經
t

«
は
'

I

般
に
公
開
せ
ら
れ
る 

こV
J
S

な
る
も
の
で
お
る
。
特
に
：勞

.働
者
が
每
日
受
取
る
指
圖
標

.は
其
：作
業

0
詳
細
を
示
す 

を
以
て

思
慮
あ

.る
勞

.働
者
は
此
等
の
各
種

g
,

記
，錄
：じ

よ

っ

て

高

等

經

..摯

#

を
_外
部
よ

Y

a
ひ 

知
る
こ

y

p

出
來
る
の
で
あ
る
。
則
ち
將
來
に
於
け

.る

產

寒

，の

民

衆

.：的

：
支

配

の

基

礎

が

開

か

!ii!j . /  ■ ‘ へ ：， ハM'll̂I 啪_ '
山、 ^
1 rln -

れ
る
の
で
あ
る

0
1

)

經
營
時
代
に
於
て
資
本
家
は
如

.何
な
る
職
分
を
採
る
か
。
彼
等
は
社
#
主
義
者
の
唱
ふ
る 

が
如
ぐ
全
く
無
用
の
畏
物
で
あ
る

か
。
此
點
に
關
し
て
吾
人
は
異
常
な
る
才
能
の
所
有
者
た 

る
經
營
恶
を
選
拔
す
る
も
の
は
誰
で
あ
る
か
の
間

.を
起
し
た
い
。
蓋
し
企
業
に
適
當
な
る
經 

營
者
を
得
る

デ

f

レ

否
ミ
は
經
營
龃

M
'體
の
盛
衰

0
分
れ

-
る
所
で
あ
る
。

:
此
_

に
於
て

♦

日
®
人 

の
考
へ

.得
る
最
啟

0
選
抜
者
は
當

.該
企
業

■の
所
有

^

で
あ
ら
ぅ
。

蓋
：し
；株
：主
が
適
當
な
る
取 

締
役
を
選
出
す
る
や
否
や
は

'自
.己
の
：：財
産
の
危
險
細
何
を
決
：

す
.
.る
.
も
の
で
あ
-る
か
ら
皮
等

« 

必
.ず
や
愼
重
な
る

.注

.意
を
挪
っ
て
之
を
選
出
す

る
か
ら
で
あ
る
。

」

此
故
に
彼
等
の
所
有

.株
式

I: 

に
S

し
て
配
'當
の

大
な
る
や
否
や
は
：又

彼
等

.此
の

.重
役
，選
出
の

' 此
職
能
を
適
當

に行
使
し
た 

る

や

否
や

に

よ
つ
て
決
せ
ら
れ
る
ネ
の

ど
考
へ

る
こ
ど
が

出
來
る
の
で

.あ
る
。

勿
論
社

&
主 

義
者

よ
>
見

れ
ば

勞
.
«せ
ざ
、る

も
の
に
對
し
て
«
_
を
與
ふ

るヾ

」

云

ふ

こマ」

は
考
へ

ら
れ
な 

い
で
あ
ら
ぅ
け
れ
ざ

「

も
，今

日

の

經

濟

：雜

織

よ

：り

見

れ

ば
假
令
そ
れ
が
道
德
的
見
埤
よ
り
し
て 

は

®

め

、ら
れ
な
い

に

し
‘て
も
*株

主

の

配

當

は

：彼

等

.
^
此

の

才

能
あ
る

經
ー
營
湛
を
適
當
に

«

出 

す
る
國
民
經
濟

^

の
：
職

，能

：を

行

使

：
し

た

こ

ざ

に

：：
對

す

：
る

 

一
®

0
侃

數

賃

銀s
ia
る

こ

ミ

が

：
出

:

$

ー

十

怨(
T

1
五
五>

.

丁
；
場
制
度

^

幡
微
せ
寸
る
資
本
主
義

.

の

進

诞

.
第

九

號..
1
0
在

!

'M

II ■i* I
M

I j

,ny(\

i

丨れ 
\ .い！ ■■>"*«

Lvl 

: vl

H !

L



纸

ニ

十

猞(

ニ
五
六)

H
#

制
庇4
特
徵
ミ
す
る
資
本
主
翁
の
進
展

 

第
九
號 

來

な

い
.

で

は

な

い
d

D

‘

ベ
ー.

YTaylor, 

P
MS-
O
J
P
^
^

p. 
%

(

ニ) 

Marshall,. Industry .and Trade, ..pp. 

■•JVO
V
J
,

.

(

三)
Heimarm, Melirwert und Gemeioschaft, S. 14.4. 

f
.

 

,

Q
六

ど.:むアホ—ゴエ::こじス̂ ^

—

 ̂； 

,
<■
,

.

-

-

-1
—

I

—

(
I-
: 

. 

i
i 

j

i
,
I
i
i
=
= 

- 

I
=
-

一一-
■ / 
--ニー 
一- 

I
I
—
-
8
-
-
1

米

國

經

濟

學

の

歷

史

的

瞥

見
 

、

'

植

民

地

時

代

ょ

り

十

八

世

紀

末

に

至

：
る

; 

.

町

田

義

一

郞
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Qiffe 

Lesl

5:
は
そ
の
論
文 

Political 

E
c
c
n
o
m
y

 

in 

the 

United 

states, 

(
I
8
S
P
)

に
於
て
來
國
經
濟
學
の
不 

進
に
就
い
て
次
の
如
く
述
べ
.て
ゐ
る
。「

米
固
は
新
事
實
の
歸
納
：的
硏
究
に
ょ
.つ
て
宵
の
科
學
に
獨
創
的
な
大
き
な
貢 

献
を
爲
す
も
の
‘

ビ

他
國
に
比
し
て
當
然
期
待
し
得
..る

國

で

あ

：，
る
。

.舊

世

界Q

經

濟

現

象

ヒ

新

世

界

の

そ

れ

ビ

の
或
相 

違
、
比
類
な
き
急
速
な
そ
の
物
質
的
發
達
、
新
奇
な
自
然
的
及
び
'政
治
的
狀
態
' 

歐
洲
諸
.國
の
人
々
が
：蒙
れ
る
諸
制 

限
を
免
れ
居
る
事
、
君
主
政
體
、
貴
族
階
級
ぜ
導
的
分
子
、
並
に
之
.等
'.が
生
產
及
び
分
配
_に
»

な

い

事

は

最

も

有

盤

な

獅

察

場

を

康

：開

す

：
る
樣
に
：
思

.
«れ

る

。.又

或

國

の

全

：

經

濟

的̂

達
0
最
重
要
部
分
が
未
だ
記 

憶
に
新
な
る
時
代
に
行
は
れ
た
國
に
於
て
は
i
此

大

な

る

發

達

；の

達

せ

れ

た

そ

0
»
會
進
化
の
法
則
に
關
し
て
何
等 

か
重
喪
な
發
見
が
行
：は
れ
得
る
で
あ
ら
ぅ
ど
期
待
ず
る
の
は
故
な
■き
事
で
は
：な
か
ら
ぅ
0」

然
る
に「

米
國
の
^
濟
學 

は
主
^
し
で
隊
洲
か
ら
の
輸
入
：品
で
あ
つ
て
獨
創
的
發
達
を
遂
げ
た
も
の
で
，な
い
。‘
そ
れ
は
四
隣
の
現
象
の
歸
納
的 

硏
究
は
極
め
て
僅
し
か
行
は
す
し
て
そ
の
大
部
分
は
一
.般
的
假
定
か
ら
行
ふ

.«
»

法
：に

從

つ

：
て

ゐ

る

の

で

あ
る」

ヾ」

。

.
英

國

歷

史

.派

の

開

拓

者

た

る

L
e

i

の

不

滿

が

前

述

の

如

き

有

，望

な

特

異

の

ft
#
的
經
濟
的
狀
態
に
あ
ぅ
な
が
ら 

第

二

十

卷

(

ニ
五
七

)

米
國
經
濟
學
の
歴
史
的
瞥
見

.. 
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